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　笹山遺跡出土の火焔型土器群が国宝に指定されたことを記念し
て始まった笹山じょうもん市が、今年も６月６日㈯・７日㈰、市内
中条の笹山遺跡周辺を会場に開催されました。今年は国宝指定
10周年にあたり、前夜祭や縄文体験イベントなどが多彩に繰り広
げられました。中でも縄文衣装コンテストでは、工夫を凝らした縄
文の衣装に会場から大きな拍手が送られていました。

　笹山遺跡出土の火焔型土器群が国宝に指定されたことを記念し
て始まった笹山じょうもん市が、今年も６月６日㈯・７日㈰、市内
中条の笹山遺跡周辺を会場に開催されました。今年は国宝指定
10周年にあたり、前夜祭や縄文体験イベントなどが多彩に繰り広
げられました。中でも縄文衣装コンテストでは、工夫を凝らした縄
文の衣装に会場から大きな拍手が送られていました。

主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-5

・・・・・・・・・・・・・・・ 6-7
・・・ 8-9

・・・ 10-13
・・・・・・・・ 14-17

・・・・・・・・・・・・・・・・ 18-19
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20-21

・・・・ 22-23
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24-29
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30

●がん検診を受けましょう
●中山間地域等直接支払制度
●地デジ説明会／めざせ観光交流都市
●公的年金からの特別徴収制度／消防士募集ほか
●大地の芸術祭／中小企業向け緊急経済対策ほか
●協働のまちづくり情報／環境講演会ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／おーい昔ほか
●まちの話題TOWN TOPICS／はたログ
●お知らせ・ガイドほか
●この時　熱中・夢中
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が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

十
日
町
市
は
が
ん
死
亡
率
が
県
平
均
よ

り
も
高
く
、
40
～
60
代
の
い
わ
ゆ
る
「
働

き
盛
り
」
世
代
に
、
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
が
多
い
傾
向
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
分
析

か
ら
は
、
受
診
件
数
・
医
療
費
と
も
に
胃

が
ん
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
死
亡
に
よ
る
損
失
は
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
家
族
や
地
域
社
会
に
も
大
き
な

打
撃
と
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
検
診
を
受

け
て
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
は
、
一
見
健
康
な
人
に
対
し

て
「
が
ん
の
心
配
が
あ
り
そ
う
（
異
常
あ

り
）」、「
が
ん
の
心
配
が
な
さ
そ
う
（
異

常
な
し
）」
と
い
う
こ
と
を
判
定
し
、「
あ

り
そ
う
」
と
さ
れ
た
人
か
ら
精
密
検
査
を

受
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
が
ん
検
診
で
は
、
正
し
い
判
定
を
す

る
た
め
に
、
複
数
の
機
関
や
多
く
の
人
々

が
協
力
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
胃
が
ん
検
診
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
は
、「
疑
わ
し
い
所
を
的
確
に
撮

影
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
撮
影
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
は
、
十

日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
の
医
師
か
ら

「
病
変
の
影
が
な
い
か
」
を
判
定
し
て
も

ら
い
ま
す
。
複
数
の
医
師
で
行
う
こ
の
よ

う
な
判
定
を
「
読
影
」
と
い
い
ま
す
。「
読

影
」
に
は
、
高
度
な
判
断
能
力
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
十
日
町
市
と
医
師
会
で

は
定
期
的
に
「
読
影
検
討
会
」
を
開
催
し
、

判
定
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
11
月
ま
で
各
種
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
２
月
の
調
査
で
市
の
が
ん

検
診
を
申
し
込
ま
な
か
っ
た
人
で
も
、
病

院
・
人
間
ド
ッ
ク
・
職
場
健
診
な
ど
で
受

け
る
機
会
の
な
い
人
は
、
随
時
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
対
象
年
齢
・
受
診
間
隔
な
ど

を
確
認
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）
ま
た
は
各
支

所
市
民
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

肺
が
ん
の
特
性

肺
が
ん
の
多
く
は
、
初
期
に
は
自
覚
症

状
に
乏
し
く
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
出
現

す
る
影
が
唯
一
の
発
見
の
手
が
か
り
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
症
状
が
出
て
か
ら

医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
、
既
に
が
ん

が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

肺
が
ん
の
治
療
方
法
は
、
が
ん
を
取
り

除
く
手
術
が
主
流
で
す
。
早
期
に
見
つ
か

れ
ば
手
術
も
可
能
で
す
が
、
進
行
が
ん
で

は
治
療
が
困
難
な
こ
と
が
多
い
た
め
、
何

よ
り
も
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

検
診
は
発
見
の
手
が
か
り

厚
労
省
が
ん
研
究
班
が
行
っ
た
肺
が
ん

検
診
の
有
効
性
の
評
価
に
よ
る
と
、
新
潟

県
で
は
、
肺
が
ん
検
診
を
毎
年
受
診
す
る

こ
と
に
よ
り
、
肺
が
ん
死
亡
を
60
％
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
、
結
核
予
防
だ
け
で

は
な
く
、
肺
が
ん
を
早
期
に
見
つ
け
る
大

切
な
手
段
で
す
。
撮
影
さ
れ
た
レ
ン
ト
ゲ

ン
フ
ィ
ル
ム
は
、
気
に
な
る
所
が
な
い
か

を
２
人
の
医
師
が
順
番
に
確
認
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
気
に
な
る
所
が
あ
る
場
合
、
検

診
歴
が
あ
れ
ば
過
去
の
フ
ィ
ル
ム
と
見
比

べ
る
「
比
較
読
影
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の

た
め
毎
年
受
診
し
て
い
る
人
の
方
が
、
比

較
材
料
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
早
期
発
見
で

き
る
確
率
が
高
ま
り
ま
す
。

受
診
者
の
中
に
は
、「
去
年
受
け
た
か

ら
今
年
は
受
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
人
が
と

き
ど
き
い
ま
す
。
肺
が
ん
を
早
期
発
見
す

る
た
め
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
毎
年

受
け
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
の
す
す
め

日
本
人
で
は
、
喫
煙
に
よ
り
肺
が
ん
に

な
る
危
険
率
は
非
喫
煙
者
に
対
し
て
３
～

８
倍
程
度
で
す
。
平
成
18
年
度
の
国
民
健

康
栄
養
調
査
で
は
、
依
然
と
し
て
男
性
の

約
４
割
、
女
性
の
約
１
割
、
20
代
女
性
は

約
２
割
が
喫
煙
を
続
け
て
い
ま
す
。
禁
煙

は
が
ん
予
防
の
も
う
一
つ
の
柱
で
す
。

検診名 検査項目 対　　象 検診料金 実施期間

肺がん・結核
検診

胸部レントゲン検査 40歳以上 無料
９月まで

かくたん検査 高危険群該当者 700円

胃がん検診
バリウムを飲ん
での胃のレント
ゲン撮影

40歳以上 1,000円 11月まで

大腸がん検診 ２日分の便の潜
血検査 40歳以上 500円 11月まで

子宮頸がん
検診

子宮頸部の
細胞診

20歳以上で昨年
度未受診の女性 600円 10月まで

乳がん検診 視触診・マンモ
グラフィ撮影

40歳以上で昨年
度未受診の女性 1,500円 10月まで

前立腺がん
検診 血液検査 50歳以上の男性 2,300円 ９月まで

40歳を
  過ぎたら

※

　
平
成
19
年
に
十
日
町
市
で
は
１
９
７
人
の
人
が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
は
市
民
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
あ
り
、
中
で
も
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
で
亡
く
な
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
死
亡
者
が
多
く
て
も
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
は
、
市
の
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん

検
診
の
「
読
影
」
に
携
わ
っ
て
い
る
山
口
孝
太
郎
医
師
と
山
口
義
文
医
師
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
交
え
な
が
ら
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

働
き
盛
り
に
も
多
い

　
　
　
肺
・
胃
・
大
腸
が
ん

が
ん
検
診
の
流
れ

※
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
を
過
ぎ
た
ら

年
に
１
回
は
受
診
し
ま
し
ょ
う

胃
が
ん
と
い
っ
て
も
、速
く
進
む
が
ん
、

ゆ
っ
く
り
進
む
が
ん
な
ど
、
進
行
速
度
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
だ
し
、
多
く
の
人
が

か
か
る
胃
が
ん
の
速
度
を
考
え
る
と
、
年

１
回
は
検
診
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

病
院
・
人
間
ド
ッ
ク
・
市
の
検
診
な
ど

受
診
の
場
所
は
ど
こ
で
も
か
ま
わ
な
い
の

で
、
が
ん
検
診
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

市
の
胃
が
ん
検
診
は
高
水
準

十
日
町
市
の
胃
が
ん
検
診
は
、
全
国
的

に
み
て
も
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
検
診

の
水
準
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
撮
影
技
術
や

検
診
機
関
・
行
政
の
姿
勢
、
医
師
の
「
読

影
」
能
力
、
医
療
機
関
の
治
療
技
術
な
ど

の
総
合
力
で
決
ま
り
ま
す
。こ
の
地
域
は
、

発
見
率
も
高
く
、
検
診
を
受
け
る
地
域
と

し
て
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
安
心
し

て
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に

十
日
町
市
は
昔
か
ら
胃
が
ん
の
多
い
地

域
で
す
。
死
亡
者
は
以
前
に
比
べ
て
減
少

し
た
も
の
の
、
発
生
件
数
は
減
っ
て
い
ま

せ
ん
。
胃
が
ん
の
多
く
は
、
早
期
に
発
見

す
れ
ば
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
は
、
が
ん
検
診

を
受
け
な
い
ま
ま
症
状
が
出
て
か
ら
受
診

し
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
治
療
も
昔
に
比
べ
、
飛
躍
的
に

進
歩
し
ま
し
た
。
身
体
的
・
経
済
的
負
担

も
軽
く
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
早
期
発

見
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、胃
に
悪
影
響
を
与
え
る「
ピ

ロ
リ
菌
」
の
除
去
も
し
て
い
ま
す
。
除
菌

に
よ
り
胃
の
調
子
は
良
く
な
る
の
で
す

が
、「
調
子
が
良
く
て
も
、
過
信
は
禁
物
」

と
い
う
こ
と
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
ま
す
。

「
お
腹
の
調
子
が
悪
く
な
い
か
ら
大
丈

夫
」で
は
な
く
、「
症
状
の
な
い
と
き
か
ら
、

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
」が
大
切
で
す
。

症状がなくても
がん検診を
受けましょう

山口医院（下条）山口医院（袋町）

山口 孝太郎 医師山口 義文 医師

市
の
が
ん
検
診
は
受
付
中

市の胃がん検診は、バリウムを飲んでＸ線写真を撮る検

査です。最近のバリウムは飲みやすく、少量でも胃粘膜表

面の描出力が良くなるなど、性能が格段に進歩しています。

また、検診を実施している「魚沼地域胃集団検診協議会」

では、平成18年に高性能のデジタル撮影機を導入し、精

密な画像分析が可能となりました。市の胃がん検診では、

精密検査が必要とされる人の割合を少なくし、国の定める

基準よりも高い水準でがんを発見しています。

十日町市の胃がん検診

国の緊急経済対策を受け、当市でも女性特有のがん検診

（乳・子宮頸がん検診）推進事業を実施します。対象は、

市の乳がん検診で40歳から60歳の５歳間隔、子宮頸がん

検診で20歳から40歳の５歳間隔の節目年齢の人に、「検診

手帳」と市の検診に限り受診料が無料となる「クーポン券」

を配布します。詳細が決まり次第対象者にお知らせします。

「女性特有のがん対策」のお知らせ

国の基準
十日町市

平成20年度

受診者の中で精密検査が
必要とされる人の割合

目標
11.0％以下

10.6％

受診者の中でがんの見つ
かった人の割合

目標
0.11％以上

0.22％

胃がん検診風景

検診の継続は
大切な財産

0
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20
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40

50

60
（人）

気管、気管支及び肺がん
胃がん

子宮がん

～30代 40代 50代 60代 70代 80代～

大腸がん
前立腺がん
乳がん

平成17年から19年の各年代の部位別がん死亡者数
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

直
接
支
払
制
度
と
は

交
付
金
の
使
い
方

　
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
状
況
に
あ
る

中
山
間
地
域
な
ど
の
農
業
生
産
を
維
持
し

な
が
ら
、
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め

に
、
平
成
12
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
交
付

金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
中
山
間
地
域
は
、
農
業
生
産
や
自
然
環

境
保
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
重
要
な
地

域
で
す
が
、
耕
作
に
は
不
利
な
条
件
か
ら

農
業
生
産
性
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
、
中
山
間
地
域
は
特
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
耕
地
条
件
の
悪

さ
や
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
て
、
恵
ま
れ

な
い
就
業
機
会
、
生
活
環
境
整
備
の
遅
れ

な
ど
に
よ
り
担
い
手
が
不
足
し
、
農
地
の

耕
作
放
棄
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
国
民
全
体
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
が
生
じ
る
事
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
交
付
金
額
の
半
分
以
上
は
集
落
で
行
う

共
同
活
動
に
、
残
り
を
農
地
管
理
者
へ
面

積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
全
額
を
共

同
取
り
組
み
活
動
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。 中

山
間
地
域
農
業
の
役
割

　
中
山
間
地
域
は
、
平
野
の
山
沿
い
か
ら

山
間
地
ま
で
の
地
域
を
指
し
ま
す
。
私
た

ち
の
住
む
地
域
は
、
中
山
間
地
域
が
多
く

あ
り
ま
す
。
中
山
間
地
域
の
農
村
は
、
米

や
野
菜
な
ど
を
生
産
す
る
以
外
に
、
雨
水

を
一
時
的
に
蓄
え
る
機
能
や
土
砂
崩
れ
の

防
止
な
ど
、
国
土
を
保
全
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
気
の
浄
化
や
多
く
の
生
き
物
が

生
息
す
る
な
ど
、
自
然
を
守
り
人
に
う
る

お
い
を
与
え
、
多
く
の
国
民
の
豊
か
な
暮

ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
と

呼
ば
れ
、
直
接
支
払
制
度
は
こ
の
よ
う
な

機
能
の
維
持
に
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
概
要

１
　
対
象
と
な
る
農
地

　
農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
次
の

条
件
を
満
た
す
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
ha
）
以
上

の
ま
と
ま
り
の
あ
る
（
団
地
）
田
畑
な
ど
で

す
。
水
張
面
積
で
は
な
く
、
あ
ぜ
な
ど
の
の

り
面
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
傾
斜
が
20
分
の
１
以
上
の
田
及
び
15
度
以

上
の
畑
な
ど
の
急
傾
斜
団
地

②
傾
斜
が
１
０
０
分
の
１
以
上
20
分
の
１
未

満
の
田
及
び
８
度
以
上
15
度
未
満
の
畑
な

ど
の
緩
傾
斜
団
地
で
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
農
地

③
１
か
所
で
１
ha
以
上
の
ま
と
ま
り
が
な
く

て
も
、
合
わ
せ
て
１
ha
以
上
に
な
る
急
・

緩
傾
斜
団
地

④
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整
形
な
田

で
、
特
に
認
め
ら
れ
た
団
地

２
　
対
象
と
な
る
活
動
・
人

　
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
５
年
以
上
継
続
し

て
行
わ
れ
る
農
業
生
産
活
動
や
多
面
的
機
能

を
増
進
す
る
た
め
の
活
動
及
び
そ
れ
を
行
う

農
業
者
で
す
。

　
中
山
間
地
域
で
は
、
耕
作
放
棄
を
防
ぎ
、
継
続
的
に
農
業
を
営
む
こ
と
で

農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
（
以
下
、
直
接
支
払
制
度
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
年
度
の
実
施
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
問
合
せ

：

農
林
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
|
９
９
２
２

　
　
　
　
　
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課

都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
農
家
民
泊
体
験

（
赤
倉
集
落
協
定
）

転作田を利用してそばなどを栽培します
（江道・猿倉集落協定）

平成20年度　中山間地域等直接支払制度　地域別対象面積などの実績 ※
各
集
落
協
定
の
実
績
は
、
本
庁
及
び
各
支

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地域名
協定参加者数

　　　　（人）

急傾斜対象面積

Ａ　　　（㎡）

緩傾斜対象面積

Ｂ　　　（㎡）

小区画・不整形
対象面積

Ｃ　　　（㎡）

対象面積合計

Ａ＋Ｂ＋Ｃ（㎡）

交付金額合計

　　　　（円）
共同取組活動費
使用分　　（円）

十日町 1,529 7,795,094 2,013,559 20,163 9,828,816 177,837,247 101,805,861 

川　西 325 1,991,991 259,238 0 2,251,229 44,493,566 26,344,214 

中　里 558 2,904,216 268,759 57,927 3,230,902 61,905,478 33,467,262 

松　代 801 6,010,987 491,224 11,468 6,513,679 124,726,091 62,371,480 

松之山 990 6,454,520 365,476 14,044 6,834,040 135,968,541 80,018,783 

合　計 4,203 25,156,808 3,398,256 103,602 28,658,666 544,930,923 304,007,600 

地 域 名 十日町 川西 中里 松代 松之山

集落協定 56 3 23 30 33

農
業
生
産
活
動
の
実
施
状
況

農地に関す
る事項

①協定内農地は、耕作放棄もなく適正に管理されていた 56 3 23 30 33

②農地のり面の定期点検を実施 56 3 23 30 33

用水路・農
道等の管理

①水路は、協定参加者の協力を得て清掃及び草刈りを実施 56 3 23 30 33

②農道は、定期的に簡易補修及び草刈りを実施 56 3 23 30 33

多面的機能
を増進する
活動

①農地と一体となった周辺林地の下草刈りを行う 22 2 23 21

②棚田オーナー制度、市民農園、体験農園の開設・運営 1

③景観作物の作付け 50 3 1 8 8

④土壌流亡に配慮した営農 5 19

⑤体験民宿の実施 1 4 2

⑥魚類・昆虫類の保護 1 5 2

⑦鳥類のえさ場の確保

⑧たいきゅう肥施肥、アイガモの利用、緑肥作物の作付け 4 1 3

⑨そのほか 5 1 3

体
制
整
備
の
実
施
状
況

Ａ
要
件

生産性・収益
の向上に係
る取り組み

①機械・農作業の共同化 33 11 16 26

②高付加価値型農業の実践 3 2

③地場産農産物などの加工・販売 3 4

担い手の育
成に係る取
り組み

①新規就農者の確保 1 9

②認定農業者の育成　　　　　　　　　　　　　　　 4 1 9 4 4

③担い手への農地集積　　　　　　　　　　　 2 1

④担い手への農作業の委託　　　　　　　　　　　 11 1 1

多目的機能
の発揮に係
る取り組み

①保健休養機能を生かした都市住民との交流

②自然生態系の保全に関する学校教育機関などとの連携 5 3

③多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落との連携 39 10 16 15

Ｂ要件
①集落を基礎とした営農組織の育成 1 2

②担い手集積化 1 1

平成20年度　集落協定の実施状況

直
接
支
払
制
度
を
生
か
し
た
集

落
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
し
ょ
に
手
作
業
で
農
道

を
整
備
す
る
池
谷
集
落
協
定

平
成
20
年
度

池
谷
集
落
協
定
（
十
日
町
地
域
）

　
協
定
加
入
者

：

10
人
１
団
体

　
代
表
　
曽
根
一
真
さ
ん
（
56
歳
）

　
国
道
２
５
２
号
線
か
ら
沢
沿
い
の
道
を

進
む
と
、
数
軒
の
民
家
が
集
ま
る
池
谷
集

落
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
ブ
ナ
林
に
囲
ま

れ
た
傾
斜
地
に
広
が
る
、
約
16
　
の
水
田

が
こ
の
制
度
の
対
象
地
で
す
。
集
落
協
定

で
は
、
隣
の
入
山
集
落
と
連
携
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
中
越
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
心

の
ケ
ア
と
自
立
の
支
援
を
モ
ッ
ト
ー
に

世
界
中
の
紛
争
・
災
害
地
域
を
支
援
す

る
N
P
O
法
人
ジ
ェ
ン
（
J
E
N
）
が
、

池
谷
・
入
山
集
落
に
農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
て
集
落
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
か
ら
は
老
人
も

元
気
に
な
り
、
集
落
に
活
気
が
生
ま
れ
ま

し
た
」
と
話
す
代
表
の
曽
根
さ
ん
。
制
度

を
活
用
し
て
担
い
手
を
育
成
す
る
な
ど
、

集
落
を
絶
や
さ
な
い
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

ha

4市報とおかまち『だんだん』平成21年6月25日号市報とおかまち『だんだん』平成21年6月25日号5



ぎ
そ
ば
・
生
そ
ば
食
べ
歩
き
周
遊
チ
ケ
ッ

ト
」
を
２
、
０
０
０
円
で
発
行
し
ま
す
。

例
え
ば
、
１
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
で
小
盛
り
そ

ば
（
５
０
０
円
）
を
4
店
舗
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
１
人
前
用
の
へ
ぎ
器
で
食

べ
ら
れ
る
お
店
や
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

す
て
き
な
賞
品
が
当
た
る
な
ど
楽
し
い
企

画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
里
山
風
景

　
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

　
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
里
山
風
景
の
す

ば
ら
し
さ
を
組
み
合
わ
せ
た
企
画
と
し

て
、
松
代
の
星
峠
の
棚
田
な
ど
を
舞
台
に

「
里
山
を
眺
め
な
が
ら
新
米
お
に
ぎ
り
を

味
わ
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
都
会
で
は

決
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
美
し
い
風

景
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
土
地
で
採
れ
た

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
や
、
地
元

の
野
菜
な
ど
を
使
用
し
た
料
理
を
１
人
５

０
０
円
で
お
も
て
な
し
（
要
予
約
）
し
ま

す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
後
日
、

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
ほ
か
、

市
観
光
協

会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
紹

介
す
る
予

定
で
す
。

日　　　時 会　　　場 定員（先着）
７月１日㈬ 午後７時〜 川治公民館 50人
７月２日㈭ 午後７時〜 十日町市老人福祉センター羽根川荘 80人
７月３日㈮ 午後７時〜 飛渡公民館 100人
７月４日㈯ 午後７時〜 十日町情報館 100人
７月６日㈪ 午後７時〜 東下組地区生活改善センター 40人
７月７日㈫ 午後７時〜 下条公民館 50人
７月８日㈬ 午後７時〜 水沢公民館 100人
７月９日㈭ 午後７時〜 十日町市老人福祉センター平成園 50人

７月10日㈮
午後２時〜
午後７時〜

松代総合センター 各150人

７月11日㈯
午後２時〜 室野克雪管理センター 100人
午後７時〜 吉田山谷集会所 50人

７月13日㈪
午後２時〜 蒲生生活改善センター 50人
午後７時〜 天水島集会施設 80人

７月14日㈫
午後２時〜 松代下山集落開発センター 50人

午後７時〜 松之山公民館 200人
７月15日㈬ 午後７時〜 八箇集落開発センター 50人

７月16日㈭
午後２時〜
午後７時〜

中央公民館 各100人

７月17日㈮
午後２時〜 犬伏集落開発センター 50人
午後７時〜 浦田克雪管理センター 50人

７月18日㈯
午後２時〜 蓬平集落開発センター 50人
午後７時〜 仙田体験交流館 60人

７月21日㈫ 午後７時〜 大井田コミュニティセンター 80人
７月22日㈬ 午後７時〜 中条公民館 80人
７月23日㈭ 午後７時〜 吉田公民館 50人
７月24日㈮ 午後７時〜 千手中央コミュニティセンター 150人
７月25日㈯ 午後７時〜 中里総合センター 100人
７月27日㈪ 午後７時〜 倉俣小学校体育館 50人
７月28日㈫ 午後７時〜 上野地区コミュニティセンター 100人

７月29日㈬ 午後７時〜 旧清津峡小学校体育館 30人
７月30日㈭ 午後７時〜 橘小学校体育館 100人
７月31日㈮ 午後７時〜 中里公民館貝野分館 30人

　総務省新潟県テレビ受信者支援センター（デジサポ新潟）では、地上デジタル放送の準備説明会を十

日町市で行います。会場にはデジタルテレビやアンテナなどを展示し、実際に見て触れて体験すること

ができます。自宅や住んでいる地域でデジタル放送を受信するための具体的な質問にお答えします。説

明会はいずれも１時間程度の予定です。

※事前の申込みは必要ありません。それぞれの説明会では、可能な限り個別の相談にも応じます。
※テレビ受信者支援センターより、各家庭に詳細な案内が送付されます。

■問合せ：総務省新潟県テレビ受信者支援センター（デジサポ新潟）☎025-288-0535
　　　　　総合政策課地域情報化推進室　☎757-3196

《地デジ説明会　会場一覧》

地デジの準備はできていますか

総務省が無料説明会を開催します
～十日町市の新潟デスティネーション
　キャンペーンの取り組み紹介
　　　　「とおかまちの食の魅力編」～

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

新潟DCのシンボルマーク

④

　今年秋に開催される新潟デスティネーションキャンペーン（新潟

ＤＣ）では「うまさぎっしり新潟」をキャッチフレーズに、新潟県

内各地でさまざまな観光企画が実施されます。十日町市でもこの地

域ならではの受け入れ企画を実施する予定で、今後随時、取り組み

内容を紹介していきます。

■
十
日
町
市
は
食
の
宝
庫

全
国
に
誇
れ
る
美
し
い
里
山
風
景
が
広

が
る
十
日
町
市
で
は
、
そ
の
豊
か
な
自
然

環
境
な
ど
の
恩
恵
に
よ
り
、
お
い
し
い
食

材
を
身
近
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
、
地
元
で

採
れ
た
山
菜
、
き
の
こ
、
野
菜
な
ど
、
都

会
の
人
が
う
ら
や
む
よ
う
な
旬
の
食
材
を

日
常
生
活
の
食
卓
の
中
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
、
普
段
当
た
り
前
の
よ

う
に
食
べ
て
い
る
味
は
、
実
は
旅
行
者
に

と
っ
て
大
変
魅
力
的
な
観
光
資
源
な
の
で

す
。９

割
以
上
の
観
光
客
は
「
食
事
」
が
旅

行
の
楽
し
み
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も
あ

り
、
十
日
町
市
な
ら
で
は
の
「
食
」
の
提

供
は
、
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
大
切
な
要

素
と
な
り
ま
す
。

■
十
日
町
名
物
「
へ
ぎ
そ
ば
」
を
取
り
上

　
げ
た
企
画

　
十
日
町
の
名
物
の
一
つ
に
、「
へ
ぎ
そ

ば
」
が
あ
り
ま
す
が
、
意
外
と
都
会
の
人

た
ち
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
新
潟
D
C
を
契
機
と
し
て
「
へ
ぎ

そ
ば
」
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る
た
め
、

17
店
舗
の
そ
ば
屋
さ
ん
が
参
加
す
る
「
へ

新米コシヒカリおにぎりと里山風景

◆
清
田
山
キ
ャ
ン
プ
場

河
岸
段
丘
を
一
望
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
コ
テ
ー
ジ
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
料
金
　
●
コ
テ
ー
ジ
　
基
本
料
金
８
、

０
０
０
円+

１
人
に
つ
き
１
、
０
０
０

円
（
午
前
10
時
～
翌
朝
９
時
）
●
テ
ン

ト
サ
イ
ト
（
オ
ー
ト
）
１
区
画
２
、
０

０
０
円
（
24
時
間
）

炊
事
施
設
は
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

貸
テ
ン
ト
や
薪ま

き

、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
鉄
板

な
ど
が
レ
ン
タ
ル

で
き
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合

せ
　
清
田
山
キ
ャ

ン
プ
場
管
理
棟

☎
７
６
３
―
３
０

０
１
（
午
後
１
時

�
５
時
）

◆
重
地
大
池
自
然
観
察
広
場
休
憩
棟

星
の
観
察
や
池
の
生
物
観
察
な
ど
自
然

体
験
が
で
き
ま
す
。

■
料
金
　
休
憩
棟
（
30
人
ま
で
）
２
５
、

０
０
０
円
（
午
前
11
時
～
翌
朝
10
時
）

　
お
得
な
平
日
料
金
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
　
市
観
光
協
会
中
里

支
部
　
☎
７
６
３
―
３
１
６
８

地
域
行
事
・
子
ど
も
会
行
事
に

市
営
キ
ャ
ン
プ
場
・
コ
テ
ー
ジ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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◆
募
集
職
種
・
人
数

　
消
防
士
（
上
級
及
び
初
級
）
４
人
程
度

◆
受
験
資
格

共
通

：

①
身
体
強
健
で
、
大
型
自
動
車
運

　
転
免
許
取
得
可
能
な
人
②
採
用
後
、
十

　
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内
（
十
日

　
町
市
・
津
南
町
）
に
居
住
可
能
な
人

※
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
25
歳
以

　
下
の
人
）

上
級

：

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者

　（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

初
級

：

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒

　
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
、
短
期
大
学

　
な
ど
上
位
の
学
校
の
卒
業
者
ま
た
は
在

　
学
者
含
む
）

◆
試
験
方
法

【
第
１
次
試
験
】

　
期
日

：

８
月
23
日
㈰

　
会
場

：

受
験
者
に
通
知

　
試
験
科
目

：

教
養
試
験
、
消
防
適
性
検

　
　
査
、
作
文
、
体
力
試
験

【
第
２
次
試
験
】

　
期
日

：

９
月
中
旬
～
下
旬

　
会
場

：

受
験
者
に
通
知

　
試
験
科
目

：

口
述
試
験
、
身
体
検
査

◆
受
験
申
込
み

　
　
７
月
１
日
㈬
～
21
日
㈫
（
土
・
日
曜

　
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

　
～
午
後
５
時
30
分
の
間
に
、
十
日
町
地

　
域
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
９
４
８
―
０

　
０
３
６
十
日
町
市
北
新
田
１
―
10
）
に

　
必
要
書
類
を
提
出（
書
留
で
の
郵
送
可
、

　
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
み
」
と
朱
書

　
き
す
る
こ
と
）

※
７
月
21
日
の
消
印
有
効

◆
必
要
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、
各

　
分
署
・
分
遣
所
に
配
置
。
請
求
は
土
・

　
日
曜
日
、
時
間
外
で
も
可
。
郵
送
で
の

　
請
求
は
上
級
・
初
級
の
区
分
を
明
記
し
、

　
80
円
切
手
（
定
形
外
は
１
２
０
円
）
を

　
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
消
防

　
本
部
総
務
課
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp

　://w
w

w
.to

k
a
m

a
c
h
i-k

o
u

ik
i.jp

）

　
か
ら
も
入
手
可
。

②
最
終
卒
業
学
校
（
１
年
制
専
門
学
校
の

　
場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績
証
明
書

※
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の

③
卒
業
見
込
証
明
書（
来
春
卒
業
見
込
者
）

④
80
円
切
手
２
枚（
案
内
な
ど
の
通
知
用
）

◆
給
与
（
初
任
給
）

上
級

：

１
９
０
、
０
０
０
円

初
級

：

１
５
８
、
１
０
０
円

※
21
年
４
月
１
日
現
在
、
受
験
資
格
取
得

　
直
後
に
採
用
の
場
合

平成22年度

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
職
員
（
消
防
士
）
募
集

◆
問
合
せ

十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
　
　
総
務
課
庶
務
係

☎
７
５
７
―
１
５
５
６

　
10
月
か
ら
、
公
的
年
金
に
対
す
る
個
人

住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
が
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
み
、
公
的

年
金
を
受
給
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
徴
収

の
効
率
化
は
も
と
よ
り
、
公
的
年
金
を
受

給
す
る
皆
さ
ん
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
な
く

納
付
し
て
も
ら
う
た
め
に
導
入
さ
れ
る
も

の
で
す
。

※
年
金
以
外
の
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

　
は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
で
の
納
付
と

　
な
り
ま
す
。

　
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、

前
年
中
に
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

で
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
国
民
年

金
法
に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人

は
特
別
徴
収
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
十
日
町
市

　
に
住
所
が
な
い
人

◆
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
年
額
が
18

　
万
円
未
満
の
人

◆
市
が
行
う
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象

　
者
で
な
い
人

◆
個
人
市
・
県
民
税
、
介
護
保
険
料
、
国

　
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
険
料
及
び
所
得
税
な
ど
の
特
別
徴
収
額

　
が
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
額
を
超
え

　
る
人

　
年
金
所
得
に
係
る
住
民
税

　
　（
均
等
割
額
及
び
所
得
割
額
）

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な

ど
の
公
的
年
金

　
本
年
度
は
、
年
金
所
得
に
係
る
住
民
税

の
半
額
を
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
）
の
第
１
期
、
第
２
期
で

納
め
て
い
た
だ
き
、残
り
の
半
額
を
10
月
・

12
月
・
２
月
分
の
年
金
受
給
額
か
ら
特
別

徴
収
し
ま
す
。
　

　
来
年
度
以
降
の
４
月
・
６
月
・
８
月
分

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
２
月
に
年
金
か

ら
特
別
徴
収
し
た
税
額
と
同
じ
額
を
そ
れ

ぞ
れ
特
別
徴
収
し
ま
す
。
10
月
・
12
月
・

２
月
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
の
年
税
額

か
ら
既
に
納
付
し
た
分
を
差
し
引
い
た
額

の
３
分
の
１
ず
つ
を
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　
今
後
、
該
当
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
時
や
会
場
な
ど
の
詳

細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の
納

　
付
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、
制

　
度
改
正
に
伴
う
新
た
な
税
の
負
担

　
は
生
じ
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
の
対
象
者

特
別
徴
収
の
対
象
税
額

特
別
徴
収
の
対
象
年
金

特
別
徴
収
の
方
法

説
明
会
の
開
催

（例）住民税の年額が６万円（年金所得のみの人）の場合

21年度
普通徴収

（納付書などで納付）
特別徴収

（年金から天引き）

納付月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
税額 15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

算出
方法

年税額の
４分の１ずつ

年税額の６分の１ずつ

※６月・８月は、年税額の半額を２回に分けて納付す
　るため、年税額の４分の１の金額になります。10月・
　12月・２月は、年税額の半額を３回に分けて特別
　徴収するため、年税額の６分の１の金額となります。

来年度
以降

特別徴収
（年金から天引き）

納付月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
税額 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

算出
方法

前年度の２月と同額
その年度の年税額の
残りの３分の１ずつ

※４月・６月・８月は、前年度の２月と同額を特別徴収します。
　10月・12月・２月は、その年度の年税額から４月・６月・
　８月に納付した分を差し引いた額の３分の１ずつが特別徴
　収になります。

平成21年

10月から

公
的
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
制
度
が

始
ま
り
ま
す

公
的
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
制
度
が

始
ま
り
ま
す

◎問合せ
　税務課市民税係
　☎757-3716

通院の児童医療費助成を
小学３年生まで拡大します
９月１日㈫から、通院費の助成対象期間を小学３年生までに拡大します。

現　　　　　在
９月１日

（９月診療分）から

助成対象期間
小学校入学前まで

（満１歳誕生日翌月〜満６歳に達した日以後の

最初の３月31日）

小学３年生まで
（満１歳誕生日翌月〜満９歳に達した

日以後の最初の３月31日）

助成後の負担額
１回につき530円
※同一医療機関月４回まで、５回目以降無料
※医師の処方による薬剤費は無料

変更なし

所得制限 なし 変更なし

○現在助成対象となっていない小学１年生から３年生の保護者の皆さんに、申請手続きのお願いをしています。

　申請期限は７月10日㈮ですので、お早めに手続きをお願いします。

○対象年齢のお子さんであっても、すでに県障（重度心身障害者医療費助成）、県親（ひとり親家庭等医療費助

成）の医療費助成を受けている人は、そちらが優先となります。

○入院は、今までどおり中学校卒業まで助成が受けられます（１日につき1,200円）。

■問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719
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便
利
な
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

大
地
の
芸
術
祭
④

い
よ
い
よ
こ
の
夏
開
幕
！

　
作
品
鑑
賞
に
便
利
な
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ

ー
の
紹
介
で
す
。
と
て
も
お
得
な
料
金
設

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
め
ぐ
り
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金
＝
１
人
　
１
、
０
０
０
円

（
会
期
中
に
設
置
さ
れ
る
十
日
町
駅
西
口

案
内
所
で
乗
車
券
を
販
売
し
ま
す
）

料
金
＝
１
人
　
１
、
０
０
０
円

（
会
期
中
に
設
置
さ
れ
る
津
南
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
、
松
之
山
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
セ
ン
タ
ー
、
津
南
駅
、
松
之
山
温
泉

入
口
の
ヤ
マ
ザ
キ
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
で
乗
車
券

を
販
売
し
ま
す
）

※
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー
は
、
コ
ー
ス
ご
と

　
に
１
枚
の
乗
車
券
で
１
日
何
度
で
も
利

　
用
で
き
ま
す

十
日
町
駅
西
口
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー

　「
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
」（
旧
真
田

小
）
や
「
福
武
ハ
ウ
ス
２
０
０
９
」（
旧

名
ヶ
山
小
）
の
鑑
賞
に
便
利
で
す
。

津
南
―
松
之
山
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー

　
公
共
交
通
機
関
の
な
い
津
南
・
松
之
山

間
の
移
動
に
便
利
で
す
。

土
・
日
限
定

土
・
日
限
定

十日町駅
西口

旧名ヶ山
小学校

旧真田
小学校

十日町駅
西口

10：15 10：30 10：40 10：55

11：05 11：20 11：30 11：45

11：55 12：10 12：20 12：35

13：20 13：35 13：45 14：00

14：10 14：25 14：35 14：50

15：15 15：30 15：40 15：55

16：05 16：20 16：30 16：45

17：00 17：15 17：25 17：40

津南町
役場

津南駅
旧東川
小学校

キョロロ
松之山

温泉入口

10：00 10：05 10：20 10：30 10：45
13：00 13：05 13：20 13：30 13：45
16：00 16：05 16：20 16：30 16：45

松之山
温泉入口

キョロロ
旧東川
小学校

津南駅
津南町
役場

11：00 11：15 11：25 11：40 11：45
14：00 14：15 14：25 14：40 14：45
17：00 17：15 17：25 17：40 17：45

津南町役場→松之山温泉入口

松之山温泉入口→津南町役場

十
日
町
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

川
西
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

中
里
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
鉢
＆
田
島
征
三
・
絵
本
と

　
　
　
　
　

木
の
実
の
美
術
館
」

（
鉢
・
旧
真
田
小
学
校
）

◎
田
島
征
三
／
日
本

「
還
る
と
こ
ろ
」

（
高
倉
）

◎
力
五
山 

加
藤
力
・
渡
辺
五
大
・
山
崎

　
真
一
／
日
本

「
古
信
濃
川
の
自
然
堤
防
は

　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
あ
っ
た
」

（
堀
之
内
）

◎
磯
辺
行
久
／
日
本

「
側
溝
沿
い
の
無
限
大
」

（
宮
中
・
堀
之
内
）

◎
小
原
宏
貴
／
日
本

こ
の
夏
、
平
成
16
年
に
廃
校
と
な
っ
た

旧
真
田
小
学
校
が
、「
絵
本
と
木
の
実
の

美
術
館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

田
島
征
三
さ
ん
は
絵
本
作
家
と
し
て
有
名

で
、「
ち
か
ら
た
ろ
う
」、「
ふ
き
ま
ん
ぷ

く
」、「
と
べ
バ
ッ
タ
」
な
ど
の
作
品
が
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
木
の
実

や
流
木
に
よ
る
オ
ブ
ジ
ェ
も
手
が
け
、
展

覧
会
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

作
家
は
、
鉢
集
落
や
美
術
館
を
訪
れ
る

人
と
い
っ
し
ょ
に
、
新
し
い
美
術
館
を
創

造
し
ま
す
。
廃
校
時
に
在
学
し
て
い
た
ユ

ウ
キ
、
ユ
カ
、
ケ
ン
タ
を
モ
デ
ル
に
、
こ

の
３
人
が
校
舎
せ
ま
し
と
大
活
躍
す
る
空

間
絵
本
が
大
き
な
見
所
で
す
。
最
後
の
在

校
生
が
永
遠
の
主
人
公
と
な
っ
て
、
そ
の

空
間
を
縦
横
無
尽
に
飛
び
回
る
と
い
う
、

新
し
い
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
、
作
家
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
空

に
民
話
の
星
々
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催

し
ま
し
た
。「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
で
は
、
鉢
集
落
の
人
た
ち
の
指
導

で
縄
を
な
い
、
こ
の
縄
で
体
育
館
の
天
井

か
ら
約
７
０
０
個
の
カ
ボ
チ
ャ
を
つ
る
し

ま
し
た
。
カ
ボ
チ
ャ
の
星
々
の
下
で
カ
ボ

チ
ャ
ラ
イ
ブ
楽
し
ん
だ
り
、
カ
ボ
チ
ャ
を

料
理
し
て
味
わ
う
「
カ
ボ
チ
ャ
パ
ー
テ
ィ

高
倉
集
落
は
、
人
口
が
19
人
、
65
歳
以

上
の
割
合
が
73
％
、
川
西
地
域
で
最
も
山

あ
い
に
あ
る
集
落
で
す
。
こ
の
集
落
で
、

作
家
グ
ル
ー
プ
「
力
五
山
　
加
藤
力
・
渡

辺
五
大
・
山
崎
真
一
」
が
作
品
「
還
る
と

こ
ろ
」
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
３
つ
の
視
点
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
視
点
は
、
高
齢
化
の
進
む
山

間
地
集
落
の
現
状
を
、
高
倉
の
全
景
に
描

き
こ
む
も
の
で
す
。
集
落
の
60
歳
以
上
の

人
に
希
望
を
募
り
、
そ
の
人
の
敷
地
か
ら

直
径
２
ｍ
の
赤
や
紫
、
金
色
な
ど
色
と
り

ど
り
の
バ
ル
ー
ン
を
掲
げ
ま
す
。
空
家
が

多
く
な
っ
た
集
落
内
に
点
在
す
る
バ
ル
ー

ン
は
、
多
く
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
か

つ
て
の
集
落
と
、
９
家
族
が
静
か
に
寄
り

添
う
現
在
と
の
対
比
を
浮
き
彫
り
に
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

二
つ
目
の
視
点
は
、
高
倉
の
人
々
の
来

し
方
を
見
つ
め
る
も
の
で
す
。
若
か
り
し

こ
ろ
の
写
真
を
拡
大
し
た
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
、
各
家
の
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。
過

去
と
現
在
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

こ
の
地
で
生
き
て
き
た
人
々
の
時
の
流
れ

を
物
語
り
ま
す
。

三
つ
目
の
視
点
は
、
夜
の
ア
ー
ト
体
験

ー
」
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鐙
島
小
学

校
の
児
童
が
参
加
し
た
、
ク
レ
ヨ
ン
も
画

用
紙
も
使
わ
な
い
で
絵
を
描
く
「
木
の
実

と
ハ
ッ
パ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、

発
想
豊
か
な
作
品
が
教
室
に
並
び
ま
し

た
。現

在
、
美
術
館
の
開
館
に
向
け
て
、
旧

校
舎
の
改
装
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
外
観
に
も
注
目
で
す
。
旧
校
舎
は
、

ま
る
ご
と
田
島
ワ
ー
ル
ド
で
躍
動
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
里
山
の
豊
か
な
自
然
の
中

に
誕
生
す
る
、
見
て
楽
し
く
動
い
て
感
動

す
る
新
し
い
美
術
館
に
期
待
し
て
く
だ
さ

い
。

最後の在校生が飛び回る作品のイメージ

発掘作業を行う地元の人たちや小学生

カラフルなパネルをのり面に設置

赤いバルーンが作品の目印

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。
高
倉
国
際

村
の
空
き
別
荘
の
内
外
を
ア
ル
ミ
は
く
で

覆
い
尽
く
し
た
「
銀
河
荘
」。
静
寂
に
包

ま
れ
た
夜
の
闇
の
深
さ
と
、
時
を
越
え
光

を
放
つ
広
大
な
銀
河
に
抱
か
れ
る
感
覚

を
、
訪
れ
た
人
々
に
体
験
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。

山
あ
い
の
厳
し
い
環
境
下
に
お
け
る
人

の
営
み
の
移
ろ
い
と
と
も
に
、
来
訪
し
た

人
そ
れ
ぞ
れ
の
来
し
方
行
く
末
に
思
い
を

は
せ
て
ほ
し
い
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
思

い
を
、
高
倉
の
人
々
と
共
に
、
こ
こ
で
し

か
で
き
な
い
「
か
た
ち
」
に
結
実
し
よ
う

と
試
み
る
作
品
な
の
で
す
。

第
１
回
、
第
２
回
の
芸
術
祭
で
、
信
濃

川
と
周
辺
の
人
々
の
営
み
を
テ
ー
マ
に
作

品
を
制
作
し
て
き
た
磯
辺
さ
ん
が
、
再
び

中
里
地
域
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
１
万
２
、
６
０
０
年
前
の
信
濃
川
の

流
れ
を
示
す
自
然
堤
防
を
発
掘
し
、
黄
色

い
ポ
ー
ル
を
設
置
し
て
視
覚
化
さ
せ
ま

す
。
当
時
の
信
濃
川
は
河
岸
段
丘
上
段
を

流
れ
、
そ
の
川
沿
い
に
自
然
堤
防
が
で
き

ま
し
た
。
縄
文
人
は
こ
の
河
原
で
生
活
を

営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

６
月
６
日
・
７
日
・
13
日
・
14
日
に
堀

之
内
集
落
住
民
と
こ
へ
び
隊
に
よ
る
発
掘

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
お
お
む
ね

発
掘
を
終
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貝
野
小

学
校
の
３
・
４
年
生
も
総
合
学
習
の
時
間

で
発
掘
を
手
伝
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
と
お
し
て
、
か
つ
て
の
信

濃
川
の
川
筋
や
、
川
の
恵
み
に
よ
っ
て
生

活
し
て
い
た
縄
文
の
こ
ろ
に
思
い
を
巡
ら

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

生
け
花
の
小
原
流
家
元
・
小
原
宏
貴
さ

ん
に
よ
る
作
品
が
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
か

ら
十
日
町
へ
向
か
う
信
濃
川
沿
い
の
田
ん

ぼ
の
あ
ぜ
道
沿
い
（
宮
中
～
堀
之
内
）
に

展
開
さ
れ
ま
す
。
小
原
さ
ん
が
描
い
た
色

と
り
ど
り
の
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
そ
の
長

さ
は
７
０
０
ｍ
に
も
及
び
ま
す
。
パ
ネ
ル

に
開
い
た
多
数
の
穴
か
ら
草
が
生
長
し
て

い
き
、
周
辺
の
自
生
植
物
を
含
め
た
自
然

の
中
の
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
生
長
す
る

草
花
と
と
も
に
作
品
に
な
り
ま
す
。

６
月
18
日
・
19
日
に
小
原
流
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
、
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

植
物
の
生
長
と
と
も
に
景
色
が
変
わ
り
、

見
る
た
び
に
作
品
の
印
象
が
異
な
り
ま

す
。壮
観
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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中
小
企
業
向
け
緊
急
経
済
対
策
の
お
知
ら
せ

　５回目の会議では、これまでの検討内容を一つにまとめ、鉄道輸送活

性化のための「地域行動計画案」を事務局が提示しました。この計画案

について、出席した委員が積極的に意見を交わしました。今回は、計画

案のあらましと、委員の発言の一部を紹介します。

「地域行動計画案」のあらまし

　鉄道は、市民の通勤・通学や観光利用とともに、観光誘客に欠かせな

い手段であり、高齢化の進行などを踏まえると、ますます重要な役割

を担うことが見込まれる。一方で地域の鉄道は、2014年問題をはじめ、

さまざまな課題を抱えている。この状況から、地域が今後一丸となり、

鉄道の利便性を維持・向上させていく方策などを計画としてまとめるも

の。

委員の発言の一部（要旨）

　◆継続的な利用を増やしていく必要がある。そのためには、通勤・通学など、地に足がついた利用が欠かせない。

　◆ほくほく線は、北陸新幹線の上越方面に乗り入れることが重要だ。

　◆行政や市民、商店、地元企業などが、それぞれの立場で何ができるのか、具体的に踏み込んだ記述ができれば、

　　なお良い。

　◆今後は鉄道利用の観光客をいかに呼び込むかだが、受け入れる側として「おもてなし」の気持ちは最も大切だ。

　次回の会議では、計画案に必要な修正を加えたうえで、さらに議論をする予定です。市民の皆さんもご意見をお

寄せください。

■問合せ　総合政策課企画政策係　☎ 757-3193

５回目の鉄道検討会議を開催しました

検討会議の様子

松
代
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

松
之
山
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ 

　

み
ど
り
の
部
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
仙
納
）

◎
酒
百
宏
一
／
日
本

「
や
ね
キ
ノ
コ
地
域
の
魅
力
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
発
見
。」

（
湯
之
島
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
）

◎
月
影
の
郷
（
４
大
学
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
）
／
日
本

「
小
屋
丸
」（小

屋
丸
／
上
映

： 　
　
　
　
　

　

十
日
町
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
）

◎
ジ
ャ
ン
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ
ロ
ー

　
ラ
／
フ
ラ
ン
ス

「
円
環
―
命
脈
」

（
浦
田
地
区
）

◎
石
田
泰
道
／
日
本

２
０
０
６
年
に
制
作
し
た
こ
の
作
品

は
、
仙
納
集
落
の
人
た
ち
と
今
年
も
少
し

ず
つ
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。
作
家
の
酒

百
さ
ん
は
引
き
続
き
み
ど
り
の
部
屋
で
、

葉
っ
ぱ
を
集
め
、
み
ど
り
色
に
塗
り
、
そ

れ
を
壁
に
は
っ
て
い
く
作
業
を
住
民
の
人

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ

の
ぼ
の
園
や
し
ぶ
み
の
家
、
ゆ
う
ゆ
う
荘

で
も
葉
っ
ぱ
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
作
家
が
お
宅
を
訪
問
し
、
豪
雪
に
耐

え
て
営
み
を
見
守
っ
て
き
た
家
の
柱
を
作

品
に
し
て
い
ま
す
。
残
す
と
こ
ろ
２
軒
。

作
家
と
住
民
の
手
に
よ
り
、
日
々
進
行
中

で
す
。

豪
雪
地
域
特
有
の
屋
根
の
形
の
お
も
し

ろ
さ
に
興
味
を
引
か
れ
た
、
４
大
学
共
同

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品
で
す
。
浦
田
地

域
約
１
７
０
の
全
戸
の
家
々
を
回
り
、
屋

根
の
形
や
家
紋
を
調
査
し
て
一
軒
一
軒
の

家
の
特
徴
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
に
し
ま

す
。
公
園
の
中
に
ち
り
ば
め
た
た
く
さ
ん

の
屋
根
は
、
浦
田
地
区
の
縮
図
に
な
り
、

自
然
の
中
に
た
た
ず
む
キ
ノ
コ
の
よ
う
な

愛
ら
し
い
姿
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
人
作
家
が
約
２
か
月
ご
と
に

小
屋
丸
集
落
を
訪
れ
、
美
し
い
景
色
や
生

活
の
様
子
を
撮
影
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
制
作
中
で
す
。
作
家
は
２
０
０

０
年
の
第
１
回
展
か
ら
参
加
し
、
第
２
回

展
で
は
小
屋
丸
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
想

的
な
あ
り
方
を
見
い
だ
し
て
壁
画
を
描
い

た
集
会
所
を
制
作
。
こ
れ
を
機
に
、
住
民

の
生
活
を
記
録
し
た
作
品
の
構
想
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
田
植
え
や
雪
堀
り
な
ど
は
住

民
が
総
出
演
。
会
期
中
は
映
画
館
「
十
日

町
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
で
週
に
１
回
程

度
上
映
し
ま
す
。

日
本
の
溝
と
呼
ば
れ
る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
を
舞
台
に
ア
ー
ト
を
展
開
し
て
い
く
作

品
で
、
ま
ゆ
形
物
体
と
と
も
に
約
１
年
を

か
け
て
実
行
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
ま
す
。

石
田
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
エ
リ
ア
を
抜
粋

し
た
越
後
妻
有
を
含
む
約
４
０
０
枚
の
地

図
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
巨
大
地
図
の
上

で
、
小
学
生
や
地
域
の
人
た
ち
と
国
内
最

長
の
信
濃
川
に
入
り
込
む
水
脈
を
赤
く
塗

り
、
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
認
し
て
い
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
も
は
ず
み
、
地

図
も
だ
ん
だ
ん
と
色
付
い
て
く
る
と
、
ま

る
で
大
地
の
血
管
の
よ
う
で
し
た
。
７
月

に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
49
体
の

ま
ゆ
形
物
体
を
木
に
つ
る
し
て
い
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

壁に葉っぱをはる集落の皆さん

撮影を行うアーティスト

水脈を赤く塗るワークショップ

たくさんの屋根が並ぶ作品イメージ

　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
・
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
開
発
な
ど
の
研
修
会
を
、
６
か
月
間
に

わ
た
り
12
回
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
期
間
　
　
７
月
～
12
月

※
日
程
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
支
援
対
象

　「
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制

度
」
ま
た
は
「
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
」

を
利
用
し
て
い
る
事
業
主
及
び
そ
の
従
業

員◆
参
加
料
金

　
１
人
当
た
り
各
回
１
、
０
０
０
円

◆
申
込
み
　

　
十
日
町
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜
５
１
１
１

　
雇
用
の
維
持
を
図
っ
た
事
業
主
に
対
し

て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
交
付
対
象

　
21
年
４
月
１
日
～
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
「
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制

度
」
ま
た
は
「
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
」

の
助
成
金
の
決
定
を
受
け
た
、
市
内
に
事

　
中
小
企
業
者
が
、
市
制
度
融
資
及
び
新

潟
県
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金
な
ど
の

借
り
入
れ
を
受
け
た
際
に
、
新
潟
県
信
用

保
証
協
会
の
保
証
を
付
け
た
場
合
、
市
が

保
証
料
の
一
部
を
補
給
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
12
月
か
ら
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
そ
の
保
証
料
補
給
率
を
「
50
％
」
か

ら
「
75
％
」
に
拡
充
し
、
９
月
30
日
㈬
ま

で
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
保
証
料
補
給
率
の
拡
充
期
間
を

延
長
し
ま
す
。

◆
保
証
料
補
給
率
の
拡
充
期
間

　
22
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

中
小
企
業
等
研
修
支
援
事
業

　
平
成
21
年
度
の
中
小
企
業
向
け
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
市
内
の
事
業
所
を

支
援
す
る
た
め
、
７
月
か
ら
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

雇
用
確
保
維
持
助
成
金
交
付
事
業

新
潟
県
信
用
保
証
協
会
保
証
料

補
給
率
拡
充
期
間
の
延
長

■
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
|
３
１
３
９

業
所
が
あ
る
個
人
・
法
人

◆
助
成
金
額

　
10
万
円
（
１
回
限
り
）
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１
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

　
　
め
る
﹁
心
が
ま
え
﹂

取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
が
大
事

・
ま
ず
は
始
め
よ
う

・
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

進
め
な
が
ら
考
え
よ
う

・
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
進
め
よ
う

・
必
要
な
ら
修
正
し
て
い
こ
う

原
則
に
の
っ
と
り
自
覚
を
持
っ
て

取
り
組
も
う

２
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　
の
基
本
方
針

前
提
と
し
て
の
考
え
方

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
各
地
域
で
、
課
題

を
解
決
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
、
協
働
の
取
り
組
み
が

ふ
さ
わ
し
い
も
の
、
あ
る
い
は
協
働
の
取

り
組
み
を
必
要
と
す
る
も
の
（
以
下
「
協

働
事
業
」
と
い
う
）
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
市
民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
か

ら
見
え
て
き
た
新
し
い
動
き
を
助
け
、
思

い
を
具
体
的
な
協
働
の
取
り
組
み
に
結
び

付
け
て
い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
を
見
本
と
す
る
取
り
組
み

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
モ
デ
ル
事

業
は
、
協
働
の
必
要
性
や
意
義
を
あ
ら
ゆ

る
主
体
が
認
識
し
、
進
め
方
や
環
境
づ
く

り
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
文
字
ど
お
り
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
実
験

的
に
取
り
組
み
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
、

今
後
の
協
働
の
取
り
組
み
の
見
本
・
手
本

と
な
る
よ
う
に
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
推
進
の
基
本
方
針

　
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
程

度
の
成
果
を
上
げ
る
ま
で
の
一
定
期
間

は
、
そ
の
時
点
で
ふ
さ
わ
し
い
モ
デ
ル
事

業
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
間
に
協
働
事
業
を
支
え
る
た
め
の

環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
　
モ
デ
ル
事
業
候
補

モ
デ
ル
事
業
候
補
選
定
の
経
緯

　
モ
デ
ル
事
業
候
補
の
選
定
は
、
市
民
と

市
職
員
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

中
心
に
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

⑴
市
民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

・
市
内
４
７
３
団
体
を
対
象
に
実
施

⑵
ま
ち
づ
く
り
課
題
の
整
理

・
協
働
の
取
り
組
み
や
モ
デ
ル
事
業
検
討

の
た
め
の
課
題
の
絞
り
込
み

⑶
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
モ
デ
ル
事
業
検
討
の
た
め
の
課
題
（
67

項
目
）
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

⑷
モ
デ
ル
事
業
候
補
の
抽
出

・
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
事
業

を
抽
出
し
、
事
業
内
容
を
検
討

⑸
行
政
担
当
課
と
の
協
議

・
モ
デ
ル
事
業
候
補
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
、
具
体
化
の
た
め
の
協
議

⑹
モ
デ
ル
事
業
候
補
の
選
定

・
最
終
的
に
各
分
野
か
ら
11
の
モ
デ
ル
事

業
候
補
を
選
定

モ
デ
ル
事
業
候
補
の
概
要

　
モ
デ
ル
事
業
候
補
は
、
あ
く
ま
で
も
協

働
の
取
り
組
み
の
「
見
本
・
手
本
」
と
し

て
具
体
的
に
取
り
組
め
る
可
能
性
が
高
い

と
想
定
さ
れ
た
も
の
で
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
全
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
候

補
を
中
心
に
取
り
組
め
る
も
の
か
ら
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
検
討
で
事
業
内
容
が
詰
め
切
れ

な
か
っ
た
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、

参
考
と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
候
補

⑴
産
業
分
野

●
見
つ
け
て
活
か
そ
う
賑
わ
い
ス
ペ
ー
ス

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
空
き
店
舗
・
空
き
地
な
ど
の
活
用
方
法

や
条
件
を
み
ん
な
で
考
え
、
活
用
を
目
指

す
。

●
十
日
町
市
棚
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
身
近
な
棚
田
を
確
認
し
、
保
全
や
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
を
目
指
す
。

⑵
防
災
・
安
全
分
野

●
雪
の
国
の
お
は
な
し

　
雪
の
情
報
を
発
信
し
て
、
雪
に
つ
い
て

の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
再
認
識
す
る
。

●
支
え
合
い
の
雪
国
生
活

　
雪
の
対
応
な
ど
を
十
分
に
で
き
な
い
世

帯
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
考
え
る
。

●
み
ん
な
で
創
る
安
全
安
心
マ
ッ
プ

　
み
ん
な
で
地
区
を
歩
い
て
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
マ
ッ
プ
を
作
る
。

⑶
福
祉
・
子
ど
も
分
野

●
つ
な
げ
よ
う
！
子
育
て
の
輪

　
子
育
て
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
連
携
や

拠
点
づ
く
り
を
目
指
す
。

●
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ジ
ョ
ブ
・
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト

　
高
校
生
の
進
路
意
識
な
ど
を
把
握
し
、

応
え
る
た
め
の
場
づ
く
り
を
進
め
る
。

⑷
生
涯
学
習
分
野

●
ス
ポ
ー
ツ
交
流
い
き
い
き
広
場
作
戦

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
効
活
用
す
る
方
向

を
利
用
者
な
ど
市
民
参
加
で
検
討
す
る
。

⑸
地
域
づ
く
り
分
野

●
み
ん
な
の
芸
術
祭
・
お
も
て
な
し
事
業

　
大
地
の
芸
術
祭
で
の
地
域
の
も
て
な
し

活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
。

●
十
日
町
○
○
︵
マ
ル
マ
ル
︶
ネ
ッ
ト

　
地
域
づ
く
り
団
体
の
交
流
の
場
を
と
お

し
て
情
報
交
流
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す
。

●
わ
く
わ
く
広
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
住
民
参
加
に
よ
り
公
園
の
有
効
活
用
の

方
向
を
検
討
す
る
。

〈
参
考
〉

①
国
宝
火
焔
型
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
縄

文
文
化
を
理
解
し
活
用
す
る
。

②
十
日
町
雪
ま
つ
り
60
回
の
節
目
に
市
民

参
加
で
今
後
の
展
開
を
検
討
す
る
。

４
　
協
働
事
業
の
あ
り
方

ど
の
よ
う
な
事
業
が
協
働
に

ふ
さ
わ
し
い
か

　
協
働
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
持
っ
て
い
る
「
知
恵
」
や
「
能
力
」

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
課
題
の
克
服
や
効

率
的
で
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
期
待
で
き
る
事
業
で
す
。

⑴
市
民
や
各
主
体
が
持
つ
専
門
的
な
知
識

や
技
術
を
生
か
す
事
業

　
協
働
で
取
り
組
む
主
体
が
持
つ
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
よ
り
、
独
創
的
で
効
果

的
な
事
業
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑵
多
く
の
市
民
の
参
加
が
望
ま
れ
る
事
業

　
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
周
知
さ
れ
る

こ
と
で
事
業
の
効
果
が
高
ま
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

⑶
地
域
の
実
情
に
即
し
て
き
め
細
か
な
対

応
が
期
待
さ
れ
る
事
業

　
地
域
に
根
ざ
し
た
団
体
や
組
織
が
協
働

す
る
こ
と
で
、
行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い

き
め
細
か
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

⑷
特
定
の
テ
ー
マ
で
柔
軟
な
対
応
が
期
待

さ
れ
る
事
業

　
特
定
の
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
主
体
が
協

働
す
る
こ
と
で
、
行
政
だ
け
で
は
で
き
な

い
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑸
主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
・
組
織

の
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
事
業

　
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

も
、
協
働
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
活
動
の

充
実
や
広
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑹
地
域
の
資
源
と
地
域
住
民
の
知
恵
や
ア

イ
デ
ア
を
生
か
し
た
独
自
な
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
る
事
業

　
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
資
源
や
住
民
の
ア

イ
デ
ア
を
生
か
す
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
が
期
待
で
き
ま
す
。

協
働
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う
な

形
態
が
考
え
ら
れ
る
か

　
協
働
事
業
の
目
的
や
内
容
、
か
か
わ
る

主
体
に
よ
っ
て
、
最
も
効
果
的
・
効
率
的

な
協
働
の
形
態
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
協
働
の
形
態
に
は
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
形
態
を
複
合
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

⑴
補
助
・
助
成

　
民
間
の
協
働
主
体
が
事
業
主
体
と
な
る

事
業
に
対
し
て
、
行
政
が
資
金
的
な
支
援

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方

モ
デ
ル
事
業

は
協
働
を
理

解
す
る
た
め

の
手
本
な
ん

じ
�
。

み
ん
な
で
経
験

し
た
こ
と
は
、

次
に
生
か
せ
る

か
ら
ね
。

協
働
は
結
果
も

大
事
だ
け
ど
プ

ロ
セ
ス
も
大
事

な
ん
だ
。
ま
ず

多
く
の
人
が
か

か
わ
る
こ
と
。

十
日
町
市

　
　協働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
そ
の
二

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑮

　
前
号
か
ら
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
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土
砂
災
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

「土砂災害警戒情報」って何？
　土砂災害による被害の防止や軽減のため、
市町村などの防災活動及び避難勧告などの
判断の支援や、住民の自主避難の目安とし
て発表されるものです。
　この情報が出される前から、市では警戒
体制を取り、パトロールや情報収集を行い
ます。土砂災害警戒情報が出されると、必
要によりＦＭ告知放送や広報車（防災行政
無線のある地域は主に同無線）、自主防災組
織、嘱託員などを通じて情報を伝えたり、
避難を呼びかけたりしますので、ご協力を
お願いします。

土砂災害に備えましょう
①自主防災組織などで、あらかじめ危険
　な場所を確認・把握しておきましょう。
②災害が起きたときや、起こるおそれが
　ある場合の対応について相談しておき
　ましょう。
　　　◆情報の伝達方法
　　　◆安否確認の方法
　　　◆避難所への避難方法　など

　
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
県
と
新
潟
地
方
気
象
台
で
は
、
大
雨
に
よ
る
土

石
流
ま
た
は
集
中
的
な
が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
大
雨
注
意
報
・
警
報
が
出
て
、
さ
ら
に
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
る
と
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
の
気
象
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
を
発
見

し
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
な
ど
身
の
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、

市
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
は
、
頻
繁
に
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
災
害
へ
の
備
え
は
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
大
切
な
心
が
け
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

　
総
務
課
防
災
安
全
室
　
☎
７
５
７

｜

３
１
９
７

　
克
雪
維
持
課
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

９
９
３
２

　
各
支
所
地
域
振
興
課
・
農
林
建
設
課

を
行
う
も
の
で
す
。

⑵
後
援

　
民
間
の
協
働
主
体
が
事
業
主
体
と
な
る

事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
の
公
益
性
を

認
め
、
行
政
の
名
義
の
使
用
を
承
認
し
、

社
会
的
信
頼
性
が
増
す
よ
う
に
支
援
を
行

う
も
の
で
す
。

⑶
共
催

　
民
間
の
協
働
主
体
と
行
政
が
と
も
に
主

催
者
と
な
っ
て
、
共
同
し
て
事
業
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

⑷
実
行
委
員
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
主
体
が
集
ま
っ
て
、

新
た
な
組
織
を
作
り
、
そ
の
組
織
が
主
催

者
と
な
っ
て
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

⑸
事
業
協
力

　
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
主
体
が
、
お
互
い
に

目
標
や
役
割
分
担
な
ど
を
話
し
合
い
、
事

業
を
協
力
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
公
共
の
施
設
や
備
品
な
ど
を
事
業
の
た

め
に
提
供
す
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
形
態

に
含
ま
れ
ま
す
。

⑹
委
託

　
行
政
の
仕
事
の
中
で
、
民
間
の
持
つ
特

性
や
知
恵
を
生
か
し
て
、
行
政
が
行
う
よ

り
も
効
果
的
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
望

め
る
も
の
を
、
民
間
の
協
働
主
体
に
委
託

し
て
行
う
も
の
で
す
。

５
　
協
働
事
業
の
進
め
方

協
働
事
業
は
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と

で
、
協
働
事
業
に
か
か
わ
る
主
体
そ
れ
ぞ

れ
が
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
高
め
、
自

立
の
力
を
付
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
地
域

の
自
治
力
が
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　
プ
ロ
セ
ス
は
大
き
く
３
つ
の
段
階
が
想

定
さ
れ
ま
す
。「
企
画
段
階
」「
実
施
段
階
」

「
評
価
・
反
映
段
階
」
で
す
。
可
能
な
限

り
こ
の
３
つ
の
段
階
を
踏
ん
で
進
め
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
各
段
階
で
は
、
次
の
こ
と
に
配
慮
し
て

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
企
画
段
階
】

⑴
課
題
や
ニ
ー
ズ
・
資
源
の
適
切
な
把
握

　
協
働
事
業
に
か
か
わ
る
主
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
課
題
や
ニ
ー
ズ
、
さ
ら
に

は
地
域
の
資
源
な
ど
の
把
握
に
努
め
、
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵
目
的
や
目
標
の
共
有

　
課
題
解
決
、
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
資
源

の
有
効
活
用
へ
向
け
た
協
働
事
業
の
目
的

や
目
標
を
明
確
に
し
、
か
か
わ
る
主
体
で

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑶
多
様
な
主
体
の
企
画
段
階
か
ら
の
参
加

　
協
働
事
業
の
目
的
や
目
標
を
広
く
情
報

公
開
し
、
事
業
へ
の
参
加
を
開
か
れ
た
も

の
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑷
責
任
や
役
割
分
担
の
明
確
化

　
協
働
事
業
に
か
か
わ
る
主
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
発
揮
で
き
る
実
施
方
法
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
の
責
任
や

役
割
分
担
を
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

【
実
施
段
階
】

⑸
適
切
な
実
施
形
態
の
選
択

　
協
働
事
業
の
実
施
形
態
は
多
様
で
、
目

的
や
か
か
わ
る
主
体
の
特
性
に
基
づ
い
て

適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑹
実
施
過
程
の
情
報
公
開

　
事
業
の
実
施
過
程
で
、
か
か
わ
る
主
体

間
の
意
見
交
換
を
行
い
、
情
報
を
共
有
し

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

　（
内
線
２
３
５
）

公
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑺
よ
り
多
く
の
主
体
の
参
加

　
実
施
過
程
の
情
報
公
開
に
あ
わ
せ
て
、

事
業
へ
の
参
加
を
開
か
れ
た
も
の
に
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
評
価
・
反
映
段
階
】

⑻
事
業
評
価
の
実
施
と
公
開

　
事
業
実
施
後
の
評
価
は
、
次
の
協
働
事

業
へ
の
反
映
と
い
う
点
で
も
、
広
く
市
民

の
意
見
を
求
め
て
、
理
解
や
支
持
を
得
て

い
く
う
え
で
も
重
要
で
す
。

　６月９日㈫夜、十日町保健センターで大地の芸術祭

地域おもてなし事業補助金の「アイデア交歓会」が開

催され、申請を予定している 45 団体が出席しました。

これは、大地の芸術祭に訪れた人たちを地域独自のア

イデアでもてなす取り組みに市が助成するもので、参

加者は、無料休憩所や飲食の提供、体験ものなど、そ

れぞれの独自のアイデアを発表。似たような取り組み

では、お互いに情報交換し事業の熟度を高め合ってい

ました。協働のまちづくりモデル事業の最初の取り組

みでもあり、関口市長も、「新たな人の流れにつなげ

てほしい」と期待を込めてあいさつしました。

熱気に包まれたアイデア交歓会

協働のまちづくりモデル事業　第１弾！
大地の芸術祭　地域おもてなし事業補助金

　地球温暖化対策の中期目標が政府から発表され、CO2

削減に向けた取り組みが急務となる中、木くずを利用し

てCO2を効果的に減らしていこうという動きが全国で加

速しています。これまで重油で自家発電していた工場が

燃料を木質チップに転換したり、木質バイオマス発電所

が開発されたりするなど、木くずの需要は急増していま

す。これは、木質チップを燃やしても、森が成長すれば

再びCO2が吸収されるので、CO2排出がゼロと計算され

るためです。

　市では、森林の間伐材をペレット（燃料にするために

廃材・間伐材を固めたもの）にして、ストーブやボイラ

ーの燃料とする取り組みを進めていますが、大量の間伐

材は切り捨てられ利用されないままとなっています。

　今回の講演会をとおして、山に眠る木質資源をCO2削

減に生かす取り組みについて考えましょう。

◆日時　６月30日㈫　午後３時〜５時

◆会場　情報館視聴覚ホール

◆定員　100人程度

　※申込みは不要です。直接ご来場ください。

◆問合せ　市民生活課環境政策室　☎757-3740

【講師紹介】

講師：熊崎　実さん

環境講演会

主催：十日町市民環境会議
　　　十日町市

1935 年岐阜県生まれ。農林省

林業試験場（現・森林総合研究

所）林業経営部長、筑波大学農

林学系教授、岐阜県立森林文化

アカデミー学長を歴任。現在は

筑波大学名誉教授、日本木質ペ

レット協会会長、バイオマス・

ニッポン総合戦略推進アドバイ

ザーグループ委員などを務め

る。

新たなエネルギー「木くず」でCO2を減らそう

〜森林バイオマスの
　　 エネルギー利用をどう進めるか〜
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♪自衛隊音楽隊がやってきます♪

ケ
ン
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
の
お
約
束

　

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

貸
し
農
園
会
員
が
田
植
え

　５月30日㈯・31日㈰の２日間、第53回松之山探鳥会

事業が美人林周辺などで開催され、延べ72人が参加し

ました。30日は松之山温泉センターで野鳥集会が行わ

れ、講師の渡辺央さん（新潟県野鳥愛護会長）からブッ

ポウソウの保護活動の取り組みについて講演があり、参

加者は熱心に聞き入っていました。翌朝４時30分から

は美人林などで探鳥会が行われ、４コースに分かれて２

時間ほどバードウォッチングを楽しみました。この日は

小雨が降り、探鳥会としてはコンディションがあまり良

くありませんでしたが、確認された野鳥は47種。出発

直後、めったに見ることができないアカショウビンの姿

を見たグループもあり、関東方面からの参加者は、「遠

くまできた甲

斐がありまし

た」と喜んで

いました。

第53回松之山探鳥会

　松之山地域では、平成13年４月29日から交通死

亡事故の発生がなく、７月16日㈭に交通死亡事故

「０」の日が3,000日を達成する見込みです。

　今後も継続して交通事故を防止できるように、

交通安全大会を行い、アトラクションとして陸上

自衛隊第12音楽隊（群馬県所在）の記念演奏会を

開催しますので、多くの皆さんの来場をお待ちし

ています。

■日時　７月17日㈮

　　　　午後１時30分〜式典、３時〜記念演奏会

■会場　松之山体育館　■入場料　無料　

■演奏曲目　大河ドラマ「天地人」テーマ曲ほか

■問合せ　松之山支所地域振興課　☎596-3131

菜
料
理
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
こ
の
山
菜
料

理
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
も
た
く
さ

ん
い
て
、
松
之
山
の
お
い
し
い
空
気
と
い

っ
し
ょ
に
た
ん
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
田
植
え
終
了
後
に
は
、
松
之
山
温
泉
で

東
京
松
之
山
会
の
ふ
る
さ
と
交
流
会
を
開

催
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
丸
山
副
市
長
は
、

「
今
年
は
東
京
松
之
山
会
設
立
20
周
年
と

の
こ
と
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
や
全
国
棚

田
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
観

光
協
会
松
之
山
支
部
へ
景
観
資
金

の
寄
附
や
東
京
松
之
山
会
作
成
の

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
交
流
会
は
進
み
、
最
後

は
全
員
で
「
故
郷
」
を
大
合
唱
。

草
刈
り
と
収
穫
作
業
で
の
再
会
を

約
束
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　
５
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
、
湯
山
地
区
で

今
年
18
年
目
を
迎
え
た
「
グ
リ
ー
ン
リ
ー

ス
・
ふ
る
さ
と
貸
し
農
園
」
の
田
植
え
作

業
が
行
わ
れ
、
貸
し
農
園
会
員
で
あ
る
東

京
松
之
山
会
会
員
な
ど
関
東
方
面
か
ら
82

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
曇
り
空
で

し
た
が
、発
足
当
初
か
ら
の
会
員
が
多
く
、

作
業
も
手
際
よ
く
本
格
的
に
進
め
て
い
ま

し
た
。
毎
回
田
植
え
の
と
き
に
は
、
貸
し

農
園
近
く
の
広
場
で
、
管
理
組
合
の
奥
さ

ん
た
ち
か
ら
昼
食
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
山

秋
の
収
穫
が
楽
し
み

貸
し
農
園
会
員
が
田
植
え

　
６
月
12
日
㈮
、
新
潟
県
警
察
本
部
の
交

通
安
全
教
育
車
﹃
ゆ
き
つ
ば
き
号
﹄
が
来

市
し
、
川
西
総
合
体
育
館
で
幼
児
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
十
日
町
警
察
署
の
協
力
を
受

け
、
合
併
し
た
平
成
17
年
か
ら
毎
年
こ
の

時
期
に
﹃
ゆ
き
つ
ば
き
号
﹄
を
迎
え
、
市

内
の
５
歳
児
を
対
象
に
幼
児
交
通
安
全
教

育
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

千
手
・
上
野
・
橘
・
松
代
・
松
之
山
の
各

保
育
園
の
５
歳
児
96
人
を
対
象
に
、
交
通

安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
講
師
の
堀
川
さ
ん
、
岡
澤

さ
ん
の
２
人
の
警
察
官
か
ら
、
手
品
や
腹

話
術
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
交

通
安
全
講
話
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
楽

し
み
な
が
ら
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
学
び

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
腹
話
術
人
形
﹃
ケ

ン
ち
ゃ
ん
﹄
の
講
話
で
は
、
園
児
た
ち
も

興
味
津
々
に
そ
の
動
き
を
見
つ
め
、﹃
ケ

ン
ち
ゃ
ん
﹄
と
安
全
に
横
断
歩
道
を
渡
る

た
め
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
１
つ
目
は
横

断
歩
道
の
前
で
し
っ
か
り
止
ま
る
こ
と
、

２
つ
目
は
左
右
を
し
っ
か
り
見
て
車
が
来

な
い
か
確
認
す
る
こ
と
、
３
つ
目
は
し
っ

か
り
手
を
挙
げ
て
か
ら
横
断
す
る
こ
と
。

最
後
に
、
こ
の
３
つ
の
約
束
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
、
模
擬
横
断
歩
道
で
横
断
の
練
習

を
し
ま
し
た
。
堀
川
さ
ん
と
岡
澤
さ
ん
は
、

「
約
束
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

園
児
た
ち
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

☆
受
賞
し
ま
し
た
☆

　
最
優
秀
賞
！

　
こ
の
た
び
、
川
西
中
学
校
（
徳
永
袈
裟
一
校

長
・
生
徒
２
１
９
人
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
が
、

新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
の
広
報

紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
し
た
の
は
、
平
成
20
年
度
に
発
行
さ

れ
た
同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
﹃
み
な
み
が
原
﹄

第
84
号
～
87
号
で
す
。
徳
永
校
長
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
委
員
会
が
独
自
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
作
成

を
行
っ
て
い
る
広
報
紙
は
と
て
も
珍
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
評
価
さ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
受
賞
の
要

因
を
語
り
、
広
報
委
員
長
を
務
め
た
小
柳
安
由

美
さ
ん
は
、「
広
報
委
員
７
人
で
力
を
合
わ
せ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
、
楽
し
く
や
れ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
、
と
て

も
光
栄
で
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

強く、速く、美しく
わかぶなっ子かがやく！

　風薫るさわやかな季節となった５月30日㈯、千

手小学校（村山実校長・児童182人）の『わかぶな

親子大運動会』が開催されました。

　同校の運動会は、『ＰＴＡ親子スポーツ大会』も

兼ねて行われ、児童だけでなく保護者の皆さんも参

加し、親子がいっしょになって楽しめる運動会です。

　全校児童とその保護者が赤白の２チームに分か

れ、“一人ひとりがヒーローだ！赤白共に勝利に向

かってつき進め！”のスローガンのもと、熱戦を繰

り広げました。

雌雄を決する最後のリレー！勝負の行方はどちらに…？

表彰状を手に（右から徳永校長、小柳さん、ＰＴＡ会長長谷川さん）

『ケンちゃん』との約束、覚えているかな？

名物人形『ケンちゃん』です
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昭和の十日町

しもう ポーツ
くろう 康

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

千
手
で
木
島
と
い
う
一
人
の
産
婆

さ
ん
が
開
業
し
て
お
り
、
品
も
良

く
腕
も
確
か
だ
と
評
判
で
し
た
。

あ
る
夜
の
こ
と
、
ト
ン
ト
ン
と

戸
を
た
た
く
音
が
し
ま
す
。
開
け

る
と
、
二
人
の
男
が
寒
夜
の
月
明

か
り
を
背
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

手
に
し
た
ち
ょ
う
ち
ん
に
は
「
真

人
扇
屋
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

二
人
は
、「
若
お
か
み
が
お
産
で

苦
し
ん
で
ら
ん
で
」「
早
く
来
て

く
ん
ね
か
の
」
と
手
を
引
か
ん
ば

か
り
に
ま
く
し
た
て
ま
し
た
。

真
人
（
現
小
千
谷
市
）
の
扇
屋

は
老
舗
の
旅
館
で
、
そ
こ
の
若
お

か
み
は
千
手
の
春
日
と
い
う
小
料

理
屋
か
ら
嫁
い
だ
人
で
し
た
。
産

婆
さ
ん
が
、「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
春

日
さ
ん
に
も
話
を
し
て
」
と
言
う

と
、
二
人
は
「
い
や
い
や
、
今
に

も
産
ま
れ
そ
う
で
一
刻
を
争
う
。

春
日
に
は
後
で
知
ら
せ
る
ん
だ
ん

が
、
早
く
」「
早
く
！
」
と
せ
き

た
て
、
産
婆
さ
ん
を
ひ
っ
た
く
る

よ
う
に
し
て
三
里
の
道
の
り
を
真

人
ま
で
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。

早
速
お
産
準
備
に
と
り
か
か

り
、な
か
な
か
の
難
産
で
し
た
が
、

そ
の
夜
の
う
ち
に
元
気
な
男
の
子

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
扇
屋
で
は
そ

ば
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
産
婆
さ
ん
は

お
産
料
と
反
物
一
反
の
お
礼
を
も

ら
い
、
ま
た
二
人
の
男
に
つ
き
そ

わ
れ
て
帰
り
ま
し
た
。
野
口
の
あ

た
り
ま
で
来
た
こ
ろ
、
二
人
は
や

た
ら
に
空
向
こ
う
を
気
に
し
は
じ

め
ま
し
た
。
東
の
空
が
白
み
始
め

る
と
、「
も
っ
と
送
っ
て
い
ぎ
て

や
ん
だ
ど
も
⋮
」「
夜
が
明
け
る

と
道
も
見
え
る
し
、
申
し
訳
ね
ど

も
一
人
で
帰
っ
て
く
ん
ね
か
の
」

と
、
二
人
は
何
度
も
頭
を
下
げ
て

帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

産
婆
さ
ん
は
、
千
手
に
帰
る
と

大
急
ぎ
で
春
日
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

知
ら
せ
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と

春
日
の
主
人
は
、
け
げ
ん
な
顔
を

し
て
「
な
し
た
の
、
扇
屋
に
行
っ

た
お
ら
娘
は
、
こ
の
夏
に
お
産
し

た
ば
っ
か
だ
ぜ
の
」と
言
い
ま
す
。

「
も
し
や
！
」。
産
婆
さ
ん
は
青
く

な
っ
て
家
に
戻
り
、
も
ら
っ
た
お

金
と
反
物
を
調
べ
ま
し
た
。
ど
れ

も
本
物
で
立
派
な
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
着
て
い
る
着
物
を
み

る
と
土
だ
ら
け
。
あ
ち
こ
ち
に
け

も
の
の
毛
も
付
い
て
い
ま
す
。

「
や
っ
ぱ
り
」。
産
婆
さ
ん
は
へ

た
へ
た
と
床
に
座
り
込
み
ま
し

た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
や
た
ら
急

な
山
道
ば
か
り
歩
か
さ
れ
、
危
な

い
か
ら
と
差
し
出
さ
れ
た
手
は
、

な
ん
と
も
ま
る
く
感
じ
ま
し
た
。

ム
ジ
ナ
の
お
産
は
と
て
も
重
い

と
い
わ
れ
、
産
婆
さ
ん
は
そ
れ
を

手
伝
わ
さ
れ
た
の
で
す
。
お
金
も

反
物
も
本
物
で
し
た
が
、
食
べ
た

そ
ば
は
、
は
た
し
て
⋮
。

No.3

個々の家々で、主婦や娘たちが

主となって織る出機も、十日町の

織物生産を支える大きな力とな

りました。昭和51年には旧十日

町市内だけで2,000台を超え、郡

外にも広がって合計6,000台に達

し、53年ころにかけてピークを

迎えました。地炉を囲む昔ながら

の農家でも盛んに出機が織られ、

織機の音がまちやむらにも響いて

いました。

出機農家
● 撮影時期：昭和35年11月

● 撮影場所：大石

〈
四
十
八
〉

「
ム
ジ
ナ
の
お
産
」

（
千
手
・
真
人
）

の
巻

3

高
澤
遼
平
さ
ん
、
福
原
萌
さ
ん

│
│

陸
上
部
で

部
長
と
副
部
長
を
し
て
い
ま
す
。
走
る
の
が
好

き
な
の
で
、
伝
統
あ
る
が
ん
ば
り
遠
足
を
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
早
朝
練
習

で
走
り
込
む
な
ど
の
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
４
コ
ー
ス
あ
る
う
ち
、
一
番
ハ
ー
ド

な
４
２
・
１
９
５
㎞
を
走
る
「
マ
ラ
ソ
ン
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
友
だ
ち
と
共
に
走
り
、
ゴ
ー

ル
し
た
と
き
の
達
成
感
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

根
津
一
先
生

│
│

歴
史
あ
る
ハ
ー
ド
な
イ
ベ
ン

ト
に
も
驚
き
で
す
が
、
生
徒
全
員
が
完
走
し
た

こ
と
に
さ
ら
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
で
目

標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
あ
き
ら
め
ず

に
前
に
進
む
。
こ
の
経
験
が
学
校
生
活
に
生
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
限
ら
ず
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　全校生徒57人が５月15日㈮、大自然松之山の

山岳路を「ゆとり」「がんばり」「チャレンジ」

「マラソン」の４コースに分かれて、25kmから

42.195kmに挑戦しました。数十年前から続けて

いる松之山中学校の伝統ある行事です。３コース

それぞれの上位２人と42.195kmを走る「マラソ

ン」コース完走者の皆さんです。

松之山中学校
山に鍛える・がんばり遠足

事務局　市総合体育館内　☎752-6202

■ネージュスポーツクラブとは

　「だれでも」「いつでも」「世代を超えて」「好きなレ

ベルで」「いろいろなスポーツを」楽しめる総合型地

域スポーツクラブです。

　子どもたちが本来持っている力を引き出し、伸ばす

環境づくりや、成人・高齢者の健康増進を目的とした

環境づくりを目指します。

■気軽に参加しよう！！

　ネージュスポーツクラブでは、子どもから高齢者ま

で、幅広くスポーツを楽しんでもらえるよう、さまざ

まな教室を開催しています。

　どれも気軽に楽しめる教室ですので、皆さんの健康

増進に、仲間づくりに、ぜひご参加ください。

ＮＰＯ法人ネージュスポーツクラブ

教室案内　詳細は事務局まで問い合わせて下さい

フィットネスやってみようDAY！！（市総合体育館）

スポーツ振興課　☎ 752-3103

●TAC陸上運動遊び教室（市陸上競技場）

●体操教室（川西中学校）

●ビーチボールバレー教室（川西中学校）

●HIP HOP DANCE教室（中央公民館）

●Jr.男子バレーボール教室（川西中学校）

●バドミントン教室（川西中学校）

●ソフトエアロビクス教室　●太極拳教室

●エアロビクス教室　●ゆうゆうエアロビクス教室

街中ウォーク

6月13日㈯現在の歩行距離 km

まちなか・まちじゅう

いっしょに楽しく街中を歩きませんか

市民みんなで目指せ!
地球一周40,000km!!

毎月第２・４土曜日
午後７時～キナーレ発

2 997,

創ろう ！
元気なわが故郷！！
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

交流30周年を祝う！　早大マンドリン演奏会

な
ご
み
の
家
で
歯
科
健
診

アサガオの苗が嫁いできた

　６月７日㈰、十日町病院で「足
あ

助
すけ

アサガオの嫁入り」が行われました。
これは、大地の芸術祭に参加する名古屋造形大学が企画し、厚生連足
助病院（愛知県豊田市）が作業療法の一環で育てたアサガオの苗を、
名古屋造形大学が「仲人」となり、十日町病院へ贈るという企画を結
婚式に見立てたものです。式は十日町病院を会場に、両病院関係者が
参列。「新郎・十日町病院」役を塚田芳久院長、「新婦・アサガオ」役
は足助病院作業療法士・鈴木ゆきさんが務めました。式ではピアノ生
演奏による新郎新婦入場もあり、本格的な式を演出。苗の生い立ちを
映像で見せ、ホロリとさせるシーンもありました。その後、新郎新婦
から参列者の手に配られた苗がプランターに植えられ閉会しました。
アサガオは十日町病院玄関前などで大切に育てられています。

　６月13日㈯、松代総合体育館で早稲田大学マンドリン楽
部演奏会が開催されました。この演奏会は、松代地域と早稲
田大学との交流30周年記念事業の一つとして開催されたも
ので、市内外から600人が会場に詰めかけました。マンドリ
ン独特の深みのある美しい音色、そしてフルオーケストラ編
成による迫力ある響き。初めてマンドリン演奏を聴いたとい
う小堺志緒さん（高田町３・27歳）は、「マンドリンの優し
い音色にとても癒されました。知っている曲も違った風に聞
こえて楽しかったです。松代と早稲田大学の交流がこれから
も末永く続いてほしいと思います」と話していました。

　

６
月
４
日
㈭
、
知
的
障
が
い
者
通
所
授
産
施

設
な
ご
み
の
家
で
障
が
い
者
歯
科
健
診
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
虫
歯
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
が
、
平
成

14
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

８
回
目
に
な
り
ま
す
。
当
日
は
下
条
歯
科
医
院

と
水
沢
歯
科
医
院
の
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

が
健
診
に
あ
た
り
、
な
ご
み
の
家
と
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
な
ご
み
の
利
用
者
76
人
が
受
診
し
ま
し

た
。
施
設
職
員
は
、「
健
診
が
通
院
の
き
っ
か

け
に
な
り
、
口
腔
内
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」
と
健
診
後
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

その７

有限会社　小島屋製菓店
　代 表 者：代表取締役　小川　清
　所 在 地：十日町市松之山新山565-1
　連 絡 先：☎596-2104
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.matsunoyama-shinkomochi.com/
　従業員数：6人
　事業内容：菓子製造販売業
　採用計画：未定
　理念/方針：親子３代現役
　　　　　　作りたての味
　　　　　　こだわりの菓子

株式会社　和商　十日町工場
　代 表 者：代表取締役　是枝　浩平
　所 在 地：十日町市明石町6-2
　連 絡 先：☎757-5141
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.washo.co.jp/
　従業員数：54人
　事業内容：ネクタイ製造
　採用計画：未定
　理念/方針：ものづくりの
　　　　　　こだわりと
　　　　　　ファッション
　　　　　　感性

～国内で唯一ネクタイの企画・製造・販売までを手がけ、世界のビック
ブランドのネクタイを製造している会社です。このたび裏地にレース
刺しゅうを施したネクタイを、㈲根茂レースと共同開発しました～

有限会社 小島屋製菓店

株式会社　和 商

～創業60年、「志んこ餅
もち

」でおなじみの松之山のお菓子屋です。
　親子３代現役で、その日の販売分はその日に作るこだわりの店です。
　家族経営で元祖松之山温泉銘菓「志んこ餅」を守ります～

創業は昭和23年、初代にあたる現社長の父が開業しました。そのころは、

かりんとうを作り、十日町などで行商をしていました。その３年後、袋菓子が

大量生産されるようになり、「志んこ餅」を作るようになりました。一人のお

ばあさんが松之山温泉で手作りのもちを売っていたことにヒントを得て商品開

発しました。「志んこ餅」はもち米を一切使わず、うるち米の上新粉に食材を

混ぜることでもちの食感とやわらかさを出しています。「志んこ餅」の名前の

由来はこの上新粉から来ています。原材料にこだわり、国産米100％の上新粉

十日町工場の操業は昭和63年12月、東京の八王子にあった工場を移転して始

めました。高級絹ネクタイの生地から縫製仕上げまでを一貫して行っています。

これにより、品質が安定し、生産効率もあげることができました。織機はイタリ

ア・フランス・ドイツ製の機械を使い、幅広の生地を生産して生地の裁断から縫

製まで手作業で丁寧に行います。製造しているネクタイは、年間60万本。自社

製品の製造もありますが、DKNY、レノマなど世界の有名ブランドのネクタイ

を生産しています。シルクの糸は最高級のものを使用し、400種の色とりどりの

を使います。親子３代で製造から販売までを手掛け、新鮮さにこだわり、その

日の販売分は当日の早朝から製造し、朝７時までに仕上げています。多い日で

１日１万個以上を作るため、包あん機を使っています。機械を使うからこそ作

りたての味を毎日提供することができるのです。「志んこ餅」の表紙は地元松

之山の東頚印刷がデザインしています。地元に根付いた家族経営のお菓子屋で

す。

絹糸から、織りでデザイン（柄）を作り出しています。織りの方が立体感のあ

るしっかりした柄ができファッション性に富むため、最近ではプリント柄より

好まれています。まだ試作品の段階ですが、裏地にレース刺しゅうを施したネ

クタイを㈲根茂レースと共同開発しました。これは工場発の企画で、来年の春・

夏物として今後商品化をしていきます。十日町の織りの技術がネクタイにも生

かされています。

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139
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動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。

tokamachi topics

市報とおかまち『だんだん』平成21年6月25日号23



　
認
知
症
予
防
の
軽
体
操
や
創
作
活

動
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
毎
週
月

～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30

分
●
会
場
＝
プ
ラ
ザ
コ
ア（
本
町
３
）

●
参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円
※
昼
食

付
き
●
対
象
＝
お
お
む
ね
65
歳
以
上

で
自
分
で
会
場
に
来
ら
れ
る
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
福
祉
課
お
と
し
よ

り
相
談
係（
☎
７
５
７

│

９
７
５
８
）

●
日
時
＝
７
月
３
日
㈮
午
後
７
時
30

分
～
（
開
場
７
時
）
●
会
場
＝
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
●

入
場
料
＝
無
料
※
お
ひ
ね
り
大
歓
迎

●
問
合
せ
＝
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
観
光
交
流
課
内
☎
７
５
７

│

３
１

０
０
）

　
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
移
築
し
た

資
料
館
が
開
館
し
ま
す
。
開
館
日
に

は
も
ち
ま
き
を
行
う
予
定
で
す
。
●

オ
ー
プ
ン
＝
７
月
11
日
㈯
午
後
２
時

～
※
通
常
の
開
館
時
間

：

午
前
９
時

～
午
後
５
時
●
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

日
・
年
末
年
始
※
月
曜
日
が
祝
日
の

と
き
は
翌
日
●
場
所
＝
ほ
く
ほ
く
線

ま
つ
だ
い
駅
南
側
●
入
館
料
＝
高
校

生
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
１

０
０
円
、
幼
児
無
料
●
問
合
せ
＝
松

代
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
５
９
７

│

２
２
２
０
）

　
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
方
法

な
ど
実
技
中
心
の
講
習
で
す
。
受
講

者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
●

日
時
＝
①
７
月
５
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午
②
７
月
６
日
㈪
午
後
６
時
～
９

時
③
８
月
９
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

●
会
場
＝
①
②
十
日
町
地
域
消
防
本

部
③
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
●
受
講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先

着
20
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
十
日
町
地
域

消
防
本
部
救
急
係
（
☎
７
５
７

│

１

５
５
８
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
７
月
18
日
㈯
～
20
日

（
海
の
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
対

●
日
時
＝
７
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加

費
＝
無
料
●
定
員
＝
80
人
●
テ
ー
マ

＝
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」
●
講

師
＝
長
谷
川
雄
司
さ
ん
（
新
潟
地
方

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
長
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
☎
７

５
７

│

８
９
１
８
）

●
日
時
＝
７
月
５
日
㈰
正
午
～
（
開

場
11
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民
会
館

●
入
場
料
＝
５
０
０
円
※
中
学
生
以

下
無
料
●
出
演
団
体
＝
十
日
町
観
世

　
開
業
６
周
年
を
記
念
し
て
、
キ
ナ

ー
レ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午
前
10

時
～
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
内
容
＝

明
石
の
湯
入
館
料
が
終
日
３
０
０

円
。
５
日
午
前
11
時
～
ミ
ラ
ク
ル
ひ

か
る
・
こ
ま
つ
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、福
ま
き
大
会
、

認
知
症
予
防
講
演
会

「
脳
の
老
化
を
防
止
す
る
に
は
」

●
日
時
＝
７
月
15
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分
●
会
場
＝
ユ
ー
モ
ー
ル
●

入
場
料
＝
無
料
●
講
師
＝
中
山
康
夫

さ
ん
（
中
山
医
院
院
長
）
●
問
合
せ

＝
中
里
支
所
市
民
課
（
☎
７
６
３

│

２
５
１
３
）

平成21年度　博物館講座

大河ドラマ「天地人」を学ぶ
　今年の博物館講座は、NHK大河ドラマ「天地人」

にゆかりのある南魚沼市・長岡市・上越市から講師

を招いて、考古学と史料研究の両面から「天地人」

を学びます。テレビドラマとはひと味違ったストー

リーが見えるかもしれません。

●会場＝博物館　●受講料＝無料　※申込み不要

●時間＝各回とも午後１時30分〜３時30分

期日 タイトル 講師

７月４日㈯
考古学的に見た坂戸城跡
−居館跡を中心として−

藤原敏秀さん
（南魚沼市教育委員会）

７月11日㈯
史料から探る
　　直江兼続の妻おせん

田中洋史さん
（長岡市立中央図書館）

７月18日㈯ 会津120万石と「直江状」
福原圭一さん

（上越市公文書館準備室）

●問合せ＝博物館　☎757-5531

　
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、
育

て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。
●
日

時
＝
７
月
14
日
㈫
・
27
日
㈪
午
後
１

時
15
分
～
３
時
30
分
●
会
場
＝
十
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
対
象
＝
妊
婦
と

そ
の
家
族
※
14
日
は
パ
パ
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
７
月
７
日
㈫
ま
で
に
健
康
支
援

課
母
子
保
健
係
（
☎
７
５
７

│

９
７

５
９
）

象
＝
満
15
歳
以
上
で
全
日
程
に
参
加

で
き
る
人
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
受

講
料
＝
３
、
０
０
０
円
（
教
材
代
、

保
険
料
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７

月
３
日
㈮
ま
で
に
赤
十
字
社
十
日
町

市
地
区
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎

７
５
０
―
５
０
１
０
）

会
、
十
日
町
市
民
合
唱
団
、
ほ
く
え

つ
和
楽
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
、
翠
染
会
、

オ
カ
リ
ー
ナ
ぐ
ー
す
、
銀
の
笛
ピ
ロ

ロ
、
十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
ほ
か
●
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
│
８
９
１
８
）

●
日
時
＝
７
月
の
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
●
会
場
＝
あ

じ
さ
い
公
園
（
落
之
水
）
●
入
場
料

＝
無
料
●
内
容
＝
野の

だ

て点
茶
店
神
木
庵

ほ
か
●
問
合
せ
＝
八
箇
地
区
振
興

会
・
横
山
（
☎
７
５
７

│

８
７
８
１
）

　
認
知
症
の
介
護
に
つ
い
て
話
し
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
７
月
13
日
㈪
午

前
11
時
～
午
後
２
時
●
会
場
＝
千
手

温
泉
千
年
の
湯
●
参
加
費
＝
無
料
※

入
館
料
・
昼
食
代
は
別
途
必
要
●
問

合
せ
＝
㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
・
平
野
（
☎
７
６
８
|
２
９
０
８
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
７
月
30
日
㈭
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
15
分
●
会
場
＝

午
前

：

県
立
小
出
養
護
学
校
、
午

後

：

小
出
郷
文
化
会
館
（
い
ず
れ
も

魚
沼
市
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容

＝
午
前

：

実
践
発
表
、
午
後

：

講
演

会
●
講
師
＝
朝
野
浩
さ
ん
（
立
命
館

大
学
教
授
）
ほ
か
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
県
立
小
出
養
護
学
校
（
☎
０
２

５

│

７
９
２

│

５
４
１
２
）

●
日
時
＝
７
月
11
日
㈯
①
午
後
２
時

～
②
７
時
～
、
12
日
㈰
午
後
２
時
～

（
い
ず
れ
も
開
場
は
30
分
前
）
●
会

場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
●
入
場
料
＝
大
人
１
、
２
０
０

円
（
前
売
り
１
、０
０
０
円
）、高
校
・

大
学
生
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
●
問
合
せ
＝
井
上
（
☎
０
９
０

−

４
９
４
４
|
１
６
５
９
）

●
日
時
＝
①
６
月
27
日
㈯
②
７
月

４
日
㈯
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
０
時
30
分
～
）
●
会
場
＝

　
市
報
５
月
10
日
号
18
ペ
ー
ジ
掲
載

の
、
情
報
館
の
運
営
な
ど
を
審
議
す

る
委
員
の
募
集
を
延
長
し
ま
す
。
●

応
募
締
切
り
＝
７
月
15
日
㈬
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎
７
５
０

―
５
１
０
０
）

●
募
集
人
数
＝
12
人
程
度
●
応
募
資

格
＝
高
校
生
～
35
歳
で
体
力
・
水
泳

能
力
に
自
信
が
あ
る
健
康
な
人
●
勤

務
期
間
＝
７
月
21
日
㈫
～
８
月
24
日

㈪
※
別
途
講
習
会
あ
り
●
勤
務
時
間

＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
交
代
勤
務
あ
り
●
時
給
＝
７
５
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
13
日

㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書
を
市

総
合
体
育
館
（
☎
７
５
２
│
４
３
７

７
）
に
提
出

　
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な
ど
を
楽
し
み

ま
す
。
送
迎
付
き
。
●
日
時
＝
７
月

12
日
㈰
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

●
日
時
＝
７
月
４
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料

＝
無
料
●
講
師
＝
清
野
精
合
さ
ん

（
わ
し
ま
良
寛
会
会
長
）
●
問
合
せ

＝
根
津
（
☎
７
５
７

│

８
８
７
７
）

【
良
寛
の
書
・
遺
品
展
示
、
郷
土
芸

能
菅
沼
神
楽
も
同
時
開
催
し
ま
す
】

　
苗
場
山
へ
の
日
帰
り
清
掃
登
山
で

す
。
６
月
30
日
㈫
午
後
７
時
30
分
か

ら
、
中
央
公
民
館
で
説
明
会
が
あ
り

ま
す
。
●
期
日
＝
７
月
５
日
㈰
●
参

加
費
＝
１
、
０
０
０
円
●
定
員
＝
先

着
40
人
●
コ
ー
ス
＝
小
赤
沢
コ
ー
ス

　
北
八
ヶ
岳
（
天
狗
岳
）
へ
の
１
泊

登
山
で
す
。
●
期
日
＝
７
月
18
日
㈯

～
19
日
㈰
●
参
加
費
＝
２
０
、
０
０

０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
９

日
㈭
ま
で
に
桐
生
（
☎
７
６
３
│
４

５
４
７
）

飲
食
店
ほ
か
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
☎
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
会
場
＝
平
成
園
●
参
加
費
＝
２
、

０
０
０
円
●
定
員
＝
先
着
60
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
９
日
㈭
ま
で

に
平
成
園（
☎
７
５
８
|
３
９
２
４
）

●
日
時
＝
７
月
11
日
㈯
～
13
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
７
時
（
13
日
は
午
後

４
時
ま
で
）
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス

十
日
町
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
小
野
塚（
☎
７
５
７
|
２
５
３
９
）

●
日
時
＝
８
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
●
会
場
＝
旧
田
畑
屋
商
店

前
（
本
町
２
）
●
対
象
＝
連
合
会
員

以
外
の
個
人
や
法
人
・
団
体
●
出
店

料
＝
１
、
０
０
０
円
（
平
台
・
イ
ス

な
ど
を
含
む
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
７
月
10
日
㈮
ま
で
に
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
（
十
日
町
商
工
会
議
所

内
☎
７
５
７

│

５
１
１
１
）

　
休
職
看
護
師
や
現
役
看
護
師
を
対

象
に
最
新
の
看
護
を
学
び
直
す
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
①
７
月

４
日
㈯
②
７
月
25
日
㈯
③
８
月
８
日

㈯
④
８
月
23
日
㈰
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
●
会
場
＝
県
立

看
護
大
学
（
上
越
市
）
●
入
場
料
＝

無
料
●
定
員
＝
先
着
３
０
０
人
●
講

座
内
容
＝
①
医
療
を
め
ぐ
る
変
化
と

看
護
の
動
向
②
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
③
最
新
の
経
管
栄
養
・

胃
ろ
う
患
者
ケ
ア
④
わ
か
り
や
す

い
！
排
尿
障
害
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
県
立
看
護
大
学
（
☎
０
２
５

−

５
２
６

│

２
８
２
２
）

（
登
り
３
時
間
30
分
）、
祓
川
コ
ー
ス

（
登
り
４
時
間
30
分
）
●
申
込
み
＝

中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
│
５
０
１

１
）●
問
合
せ
＝
お
だ
ま
き
山
の
会
・

星
名
（
☎
７
６
８
│
３
９
４
８
）

①
三
越
タ
ク
シ
ー
ビ
ル
（
長
岡
市
）、

②
上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ
（
上
越
市
）

●
対
象
＝
平
成
22
年
卒
業
見
込
み
の

看
護
学
生
、
看
護
師
な
ど
の
資
格
を

持
ち
再
就
職
を
考
え
て
い
る
人
●
参

加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
県
福
祉
保

健
課
看
護
介
護
人
材
係
（
☎
０
２
５

│

２
８
０

│

５
１
７
８
）

普
通
救
命
講
習
会

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

第
21
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

と
お
か
ま
ち
市
民
楽
校

〈
に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
編
〉

ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

オ
ー
プ
ン

認
知
症
予
防
教
室

「
さ
わ
や
か
」

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

あ
て
ま
新
喜
劇
第
13
回
公
演

「
ぽ
っ
く
り
び
と
」

キ
ナ
ー
レ
６
周
年
イ
ベ
ン
ト

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

平
成
園
「
納
涼
の
集
い
」

お
だ
ま
き
山
の
会
清
掃
登
山

清
津
山
の
会
登
山

看
護
師
の
学
び
直
し
公
開
講
座

病
院
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

介
護
者
の
交
流
会

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
40
周
年

記
念
講
演
「
晩
年
の
良
寛
」

劇
団
御
の
字
第
22
回
公
演

「
花
園
の
七
日
間
」

第
15
回

十
日
町
市
書
道
協
会
展

県
立
小
出
養
護
学
校
公
開
講
座

「
魚
沼
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の

明
日
を
考
え
る
」

市
民
プ
ー
ル

監
視
員
・
受
付
員
募
集

「
と
お
か
ま
ち
１
０
０
円

商
店
街
」
参
加
店
募
集

十
日
町
情
報
館
協
議
会
委
員

募
集
の
期
間
を
延
長
し
ま
す
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中
学
生
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

市
民
水
泳
競
技
大
会

7
月
の
休
館
日

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

手
話
奉
仕
員
を
配
置
し
ま
す

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

6
月
の
納
税
・
納
付

６
月
28
日
㈰
〜
７
月
４
日
㈯

は
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
で
す

●
日
時
＝
７
月
18
日
㈯
午
前
７
時
15

分
～
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
●
参
加
費
＝
２
、０
０
０
円（
プ

●
日
時
＝
７
月
26
日
㈰
午
前
８
時
20

分
～
午
後
３
時
●
会
場
＝
西
小
学
校

プ
ー
ル
●
参
加
資
格
＝
市
民
ま
た
は

市
内
通
勤
・
通
学
者
※
上
記
以
外
は

●
日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
５
時
30

～
７
時
30
分
●
会
場
＝
市
総
合
体
育

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
で

納
付
が
困
難
な
人
の
保
険
料
を
免
除

（
納
付
猶
予
）
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
に
は
、「
全
額
免
除
」と「
一

部
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
）

免除の種類 年金額への算入割合

全額免除
通常に納付した場合の

３分の１

４分の３
免除

通常に納付した場合の
２分の１

半額免除
通常に納付した場合の

３分の２

４分の１
免除

通常に納付した場合の
６分の５

若年者
納付猶予

年金額に反映しません

●
日
時
＝
８
月
２
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
種
目

＝
①
女
性
の
部
②
男
女
混
合
の
部
●

参
加
資
格
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
●
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
２
、
０

０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月

24
日
㈮
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
（
申

込
み
先
に
配
置
）
に
記
入
し
高
橋

（
☎
０
９
０
│
３
３
３
３
│
４
１
４

３
）

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第
20

節
対
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
（
自

由
席
）
に
招
待
し
ま
す
。
●
日
時
＝

レ
ー
代
・
軽
食
付
き
）
●
定
員
＝
先

着
１
０
０
人
●
問
合
せ
＝
７
月
13
日

㈪
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
サ
ン

パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
☎
７
６
８
│
４
４

１
９
）

８
月
１
日
㈯
午
後
７
時
～
●
会
場
＝

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
●
応
募
条
件
＝
市
内
在
住
●
募
集

人
数
＝
２
０
０
人
（
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
）
●
応
募
方
法
＝
往
復
は
が

き
に
①
８
月
１
日
大
宮
戦
②
住
所
③

氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）
⑥
後

援
会
資
料
請
求
有
無
を
記
載
し
送
付

※
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
●
応
募

締
切
り
＝
７
月
17
日
㈮
（
必
着
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
〒
９
５
０
―
０

９
５
４
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―

１
―
10
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎
０

２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１
）　

免
除
」、
30
歳
未
満
の
人
を
対
象
と

し
た
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
前
年
所
得

を
基
準
と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
免
除
（
納
付
猶
予
）
期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
額
へ
の
算
入
割
合
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
21
年
度
免
除
ま
た
は
猶
予

を
希
望
す
る
人
は
、
７
月
か
ら
受
付

を
開
始
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
●
申
請
・
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
年
金
係
（
☎
７
５
７

│

３
７
４

８
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

オ
ー
プ
ン
参
加
●
競
技
種
目
＝
①
競

泳
の
部
‥
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳

ぎ
、バ
タ
フ
ラ
イ
（
25
m
は
小
学
生
・

一
般
、
50
m
は
小
学
５
・
６
年
、
中
・

高
生
、
一
般
）
②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
部
‥
宝
さ
が
し
、
１
０
０
m
リ

レ
ー
（
小
学
４
年
以
下
、
小
学
５
・

６
年
、
一
般
）、
着
衣
水
泳
リ
レ
ー

●
参
加
費
＝
１
人
４
０
０
円
（
保
険

料
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
含
む
）
●
申
込

み
＝
７
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
費

を
添
え
て
申
込
み
用
紙
（
申
込
み
先

に
配
置
）
を
総
合
体
育
館
ま
た
は
十

日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
●
問
合
せ
＝
市
水
泳
協
会
・
阿

部
（
☎
７
５
２
│
５
５
８
３
）

●
受
講
期
間
＝
９
月
15
日
㈫
～
12
月

15
日
㈫
●
会
場
＝
魚
沼
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
●
受
講
料
＝
無
料
※
教

材
費
な
ど
自
己
負
担
●
定
員
＝
14
人

●
対
象
＝
介
護
や
看
護
職
な
ど
の
調

理
知
識
を
習
得
し
た
い
、
お
お
む
ね

40
歳
未
満
の
求
職
者
●
申
込
み
＝
管

轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
●
問
合
せ
＝
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
８

│

３
３
―
２
４
３
３
）

　
い
つ
で
も
見
学
・
体
験
で
き
ま
す
。

●
練
習
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
８

時
～
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
対
象
＝

小
学
生
以
上
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

田
口
（
☎
７
５
７

│

２
２
１
７
）

よい歯の子 住　所 保護者

北 村 実
み

楽
らく

（昭和町３） サッター

池 田 音
おと

羽
わ

（学校町１） 貴之

南 雲 大
だい

地
ち

（学校町２） 正和

関 口 未
み

来
く

莉
り

（学校町２） 健太郎

櫻 井 裕
ゆう

成
せい

（上川町） 英輔

澤 野 　 優
ゆう

（上原新町） 崇

藤 木 壮
そう

太
た

郎
ろう

（城之古２） 善仁

中 川 達
たつ

浩
ひろ

（千歳町１） 浩

南 雲 永
えい

吉
きち

（関根１） 要一

村 山 颯
さ

介
すけ

（小泉３） 正樹

村 山 風
か

音
のん

（為永） 幸一

中 村 煌
こう

陽
よう

（坪山） 淳

山 口 柚
ゆ

莉
り

娃
あ

（みのり団地） 賢

田 口 文
ふみ

皓
あき

（木落） 正樹

和 久 井 有
ゆ

希
き

（木落） 直也

藤 田 涼
りょう

太
た

郎
ろう

（本屋敷） 敦

小 堺 奏
そう

河
が

（松代） 修

髙 橋 瑠
る

那
な

（天水島） 真也

●
入
札
日
時
＝
７
月
28
日
㈫
午
前
11

時
～
●
会
場
＝
北
陸
地
方
整
備
局
長

岡
国
道
事
務
所
（
長
岡
市
）
●
売
却

地
＝
住
所

：

新
座
甲
４
１
４

−

１
～

３
、
４
１
７

−

２
、
土
地
面
積

：

２
、

６
６
８
・
８
９
㎡
※
建
物
付
●
現
地

説
明
会
＝
７
月
17
日
㈮
午
前
11
時
～

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
24
日
㈮

　
申
告
書
の
提
出
と
保
険
料
な
ど
の

納
付
は
７
月
10
日
㈮
が
期
限
で
す
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
７
５
２
―
２
０
７
９
）

　
身
体
や
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
人

や
そ
の
家
族
で
、
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
電
話
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
個
人
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
●
相
談
期
間

＝
～
22
年
３
月
31
日
●
相
談
員
＝
夏

井
智
子
（
☎
７
５
７
―
２
１
４
１
）、

徳
永
薫
（
☎
７
５
７
―
５
０
６
１
）

●
問
合
せ
＝
南
魚
沼
地
域
振
興
局
地

域
福
祉
課
（
☎
０
２
５
―
７
７
２
―

８
１
３
８
）

【
農
薬
危
被
害
防
止
運
動
を
実
施
中
】

農
薬
取
締
法
の
改
正
で
、
無
登
録
農

薬
の
使
用
や
使
用
基
準
に
違
反
し
て

農
薬
を
使
用
す
る
こ
と
は
罰
則
付
き

で
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
農
薬
の
使
用

に
は
、
使
用
者
・
周
辺
住
民
の
健
康

や
周
辺
環
境
に
危
被
害
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
農
作
業
事
故
に
注
意
】
春
か
ら
農

　
６
月
は
市
・
県
民
税
第
１
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
３
期
及
び
介
護
保

険
料
第
３
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

（
６
月
30
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
　

21
日
㈫
・
27
日
㈪

●
情
報
館
＝
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
　

　
21
日
㈫
・
27
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
㈬
・

　
22
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・

　
21
日
㈫

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

●
日
時
＝
第
２
・
４
土
曜
日
午
後
７

時
～
９
時
●
会
場
＝
水
沢
中
学
校
●

対
象
＝
中
学
生
●
参
加
費
＝
１
か
月

５
０
０
円
●
持
ち
物
＝
内
履
き
、
外

履
き
、
ボ
ー
ル
※
運
動
の
で
き
る
服

装
で
参
加
●
問
合
せ
＝
市
サ
ッ
カ
ー

協
会
・
岩
目
地
（
☎
０
９
０
│
４
６

２
８
│
０
４
８
４
）

　
本
庁
舎
内
で
の
窓
口
相
談
や
手
続

き
に
同
行
し
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月

13
日
㈪
・
８
月
10
日
㈪
・
９
月
14
日

㈪
い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
午
後
３
時

※
10
月
以
降
は
後
日
掲
載
●
問
合
せ

＝
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
☎
７
５
７

│
３
７
８
２
）

　
期
間
中
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
（
☎

０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０
）
を

受
け
付
け
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
●
受
付
時
間
＝
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時
※
６
月
28
日
・

７
月
４
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日

町
支
局
（
☎
７
５
２
│
２
５
７
５
）

　
受
験
の
手
引
き
を
配
布
し
ま
す
。

●
期
間
＝
７
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮
●

場
所
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・

各
支
所
●
問
合
せ
＝
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
７
５
０
―
５
０
１
２
）

　
７
月
１
日
㈬
か
ら
「
十
日
町
＝
高

島
＝
鉢
線
」
の
バ
ス
運
行
時
間
を
一

部
変
更
し
ま
す
。
●
変
更
内
容
＝
①

十
日
町
車
庫
前
午
前
11
時
発
の
鉢
行

き
が
午
前
11
時
20
分
発
に
変
更
②
鉢

午
前
11
時
42
分
発
の
十
日
町
行
き
が

午
後
０
時
２
分
発
に
変
更
●
問
合
せ

＝
南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
津
南
営
業
所

（
☎
０
２
５
│
７
６
５
│
３
６
４
７
）

　
７
月
１
日
㈬
、
全
国
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
を
対
象
と
し
た
経
済
セ

ン
サ
ス
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

統
計
法
で
は
調
査
を
受
け
る
人
に
は

報
告
の
義
務
を
、
調
査
員
に
は
調
査

で
知
り
得
た
情
報
を
ほ
か
の
人
に
漏

午
後
５
時
ま
で
に
入
札
参
加
申
込
書

（
問
合
せ
先
に
配
置
）
を
北
陸
整
備

局
長
岡
国
道
事
務
所
経
理
課
（
☎
０

２
５
８
―
36
―
４
５
５
１
）

館
●
対
象
＝
小
学
生
●
参
加
費
＝
無

料
●
持
ち
物
＝
内
履
き
、
ボ
ー
ル
※

運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
●
問
合

せ
＝
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
富
田
（
☎

０
９
０
│
７
０
１
１
│
０
６
１
０
）

作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
が
、
県
内
で
農
作
業
中
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
常
に
ゆ
と

り
を
持
っ
た
作
業
と
運
転
を
心
が

け
、
路
肩
や
ほ
場
の
段
差
に
十
分
注

意
し
て
転
倒
事
故
な
ど
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
移
動
中
の
事
故
に

も
気
を
付
け
、
天
候
に
注
意
し
て
無

理
な
作
業
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業

企
画
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
２
０
）

ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
反
し
た

と
き
の
罰
則
も
定
め
ら
れ
て
い
て
、

秘
密
の
保
護
に
は
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。
調
査
票
は「
記
入
の
し
か
た
」

を
ご
覧
の
う
え
、
も
れ
な
く
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
総
務
課
文
書
統
計

係
（
☎
７
５
７
│
９
９
１
３
）

むし歯のないよい歯の子
５月の３歳児健診を受けた子27人

※保護者の承諾を得て掲載しています

届
き
ま
し
た
か
、
調
査
票

〜
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を

携
行
し
て
い
ま
す
〜

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

県
で
は
障
が
い
者
相
談
員

を
任
命
し
て
い
ま
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手

続
き
は
お
早
め
に

バ
ス
の
運
行
時
間
が
一
部

変
更
と
な
り
ま
す

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

「
介
護
看
護
調
理
コ
ー
ス
」

ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ

「
雪
の
華
」
メ
ン
バ
ー
募
集

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

第
５
回
市
長
杯

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

第
７
回
バ
レ
ー
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室
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十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ

2009年7月 July2009年7月 July

(入)

▼
会
話
を
し
て
い
る
と
、『
間ま

』
と
い
う

も
の
が
重
要
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
会
話
の
『
間
』
と
い
っ
て
も
、
相
手

へ
渡
す
『
間
』、
自
分
の
番
に
切
り
替
え

る
『
間
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
上
手
に
使
え
る
こ
と
が
、
聞
き

上
手
・
話
し
上
手
に
な
る
た
め
の
重
要
な

要
素
で
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
▼
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
選
手
、
ル
イ
ス
・
フ
ィ
ー
ゴ
氏

は
ド
リ
ブ
ル
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、「
ド
リ
ブ
ル
は
走
力
や
ひ
ら
め

き
で
は
な
い
、相
手
の
『
間
』
を
見
極
め
、

崩
す
こ
と
が
大
切
な
の
だ
」
と
、
そ
の
技

術
を
語
っ
て
い
ま
す
。
的
確
な
『
間
』
を

と
れ
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
物
事
を
そ
つ
な
く
こ
な
す
技
術
で
あ

る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
押
す
だ
け

で
な
く
、
的
確
な
『
間
』
が
と
れ
る
よ
う

▼
先
日
、
取
材
で
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
の
撮
影
に
行
き
ま

し
た
。
今
年
は
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
の
開
催

期
間
と
開
花
が
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
会
場
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
ア
イ
リ
ス
の
甘
い

香
り
漂
う
高
原
を
散
歩
し
て
い
ま
し
た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
色
鮮
や
か
な
ア
イ

リ
ス
と
緑
濃
い
初
夏
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に

久
し
ぶ
り
の
納
得
の
１
枚
が
撮
れ
ま
し

た
。
▼
取
材
で
学
校
に
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
と
話
を
し
て

い
る
と
、
彼
ら
の
潜
在
能
力
に
い
つ
も
驚

か
さ
れ
ま
す
。
今
回
取
材
で
伺
っ
た
松
之

山
中
学
校
も
そ
の
一
つ
。
凡
人
の
能
力
で

は
と
う
て
い
無
理
と
思
う
こ
と
で
も
、
難

な
く
や
り
遂
げ
る
そ
の
若
い
力
に
、
未
来

に
な
ろ
う
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
る
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
。

の
十
日
町
市
を
垣
間

見
ま
し
た
。

●休日救急医 ●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳の
はじめてコース

２か月〜４か月児 ３日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 17日㈮

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●日　時　４日㈯・７日㈫・14日㈫・21日㈫
　　　　　午前10時〜11時　※４日は運動会
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館
●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　11日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学生
●会　場　下条公民館
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしひろば
●日　時　10日㈮　午後７時30分〜
●対　象　園児〜小学３年生
●会　場　中里総合センター
●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしたまてばこ
●日　時　９日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや
●日　時　18日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児・小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　18日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●問合せ　山田　☎768-3865

 おはなしぴよぴよ
●日　時　25日㈯　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　11日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場　加賀書院
●問合せ　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院
　　　　　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●ちびっこひろば

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松代支所　　３日㈮　  ▽松之山支所　14日㈫
 　▽中里支所　　17日㈮　 ▽川西支所　　28日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日　時　８日㈬　午後２時〜４時

●会　場　川西支所

●医　師　有田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

　　　　　　　　　　　　　　☎757-2402

●こころの健康相談

●日時・会場・受付時間

　７日㈫　中条公民館　　　午前10時〜正午

　　　　　　　〃　　　　　午後１時〜３時

　23日㈭　十日町砂利㈱　　午前10時〜11時30分

　　　　　ＪＡ十日町本店　午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719

●全血献血

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です　※20日㈷は休み　
　毎週月〜金曜日　午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　２日㈭・16日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】29日㈬　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】18日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　８日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　６日㈪・13日㈪・21日㈫・27日㈪
　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　９日㈭・23日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

６日㈪・27日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

９日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

17日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

21日㈫ 松代支所 午前9時〜11時

24日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

27日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前8時30分〜11時30分

28日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

※健康手帳のある人は持参してください

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

８日㈬
千手中央コミュニティセンター

午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

９日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保育園 午前９時〜11時

28日㈫ 松代保育園 午前９時〜11時30分

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

22日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年３月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

22日㈬ 午前９時〜10時
20年９月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

15日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年１月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

23日㈭
午前９時
　〜９時30分

19年１月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

16日㈭
午後１時
　〜１時30分

18年１月
生まれの

幼 児

●乳幼児健診

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

庭野医院 寿町４ 752-2711

上村病院 田中 763-2111

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

山口医院 下条中央通り 755-2003

本町クリニック 本町３ 750-1160

12日㈰

19日㈰

５日㈰

26日㈰

20日㈷

(ふ)
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　元気いっぱいの選手たち。優勝を目指せ！

中
里
地
域
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム

●
問
合
せ
　
中
里
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
７
６
３
―
２
４
９
３

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
の
新
潟
県
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
中
里
地
域
。
今

年
開
催
さ
れ
る
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
で
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
が
中
里
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体

で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
２
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

国
体
開
催
で
一
層
の
飛
躍
を

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
は
、「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
」（
だ
れ
で
も
、ど
こ
で
も
）
と
「
ホ

ッ
ケ
ー
」を
組
み
合
わ
せ
て
名
付
け
ら
れ
た
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
室
内
版
の
よ
う
な
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
順
天
堂
大
学
の
斎
藤
定
雄
教
授

が
日
本
に
紹
介
し
、現
在
の
形
に
し
ま
し
た
。

斎
藤
教
授
か
ら
教
え
て
も
ら
い
初
め
て
新
潟

県
内
に
紹
介
し
た
の
が
、
現
在
新
潟
県
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
会
長
も
務
め
る
井

之
川
将
男
さ
ん
（
通
り
山
）
で
す
。
そ
の
縁

で
、
中
里
地
域
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー

が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
操
り
、
表
面

に
い
く
つ
か
の
穴
が
開
い
た
中
空
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
ボ
ー
ル
を
、
横
1
０
０
㎝
高
さ

90
㎝
の
ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
こ
と
で
点
を
取
り

合
い
ま
す
。
1
チ
ー
ム
6
人
で
す
が
、
女
の

子
が
必
ず
3
人
以
上
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
5
分
ハ
ー
フ
を
2
回
行
い
ま
す
。

指
導
者
を
務
め
る
吉
楽
一
彦
さ
ん（
宮
中
）

は
、「
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
は
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
楽
し
さ
、
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た

と
き
の
気
持
ち
良
さ
で
す
ね
。
運
動
量
も
か

な
り
の
も
の
で
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

中
里
地
域
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
中
里
フ
�
イ
タ
ー
ズ
と
貝
野
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
全
国
大
会
に
何

度
も
出
場
す
る
な
ど
、
中
里
地
域
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
の
レ
ベ
ル
は
お
隣
の
津
南

町
と
並
ん
で
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
体
が
地
元
で
開
催
さ
れ
る
今
年
は
、
練

習
に
も
一
層
熱
が
入
り
ま
す
。

１５

　

ピ
シ
ッ
ピ
シ
ッ
と
ボ
ー
ル
を
打
つ

小
気
味
よ
い
音
が
体
育
館
に
響
き
ま

す
。

スティックとボール。ボール
は表面に穴が開いていて、中
空で当たってもケガをしない
ようになっています。

中
里
フ
�
イ
タ
ー
ズ
　
（
高
橋
陽
一
代
表
）

貝
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
中
島
壽
一
代
表
）
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